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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ウェブページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。






本作品は本文縦組で制作しております。また、電子端末での閲覧に向くよう、一部デザイン等を変更しております。あらかじめご了承ください。



























この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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　首都帝都、華はなやかなる中心地、帝都城下は四方を壁かべで囲かこまれた、強固な結けつ界かい領域である。

　歴史ある伝統と、最さい先せん端たんの文化が共存する帝都には、貴重なものがたくさんある。

　帝都は国内有数の観光地として知られ、伝統と文化を伝でん承しよう・継けい承しようしたり、発展させたりする優秀な者たちが大勢活動していて、修業や勉強に来る者や、商売のために足を運ぶ者も多い。

　外からやってくる者による、商店や屋や敷しき、身なりのいい者を狙ねらった窃せつ盗とう、強盗、誘ゆう拐かいは、帝都ではよくある事件だ。民の生活を守り、訪れる者たちが安全に過ごせるよう、帝都は治安と警けい備びにどこよりも力を注そそいでいる。

　犯罪件数は多くても、帝都での未解決事件はとても少ない。帝都警けい察さつの警けい官かんは、こまめに巡じゆん回かいを行う一方で、交番に複数常じよう駐ちゆうしていて、人々の行動に気を配くばっている。

　だが、帝都の治安が保たれているのは、帝都民に混じって行動している公こう儀ぎ隠おん密みつや、帝都民の力によるところが大きい。




「ピ」

「────蒼そう司し朗ろう様……！」

　頭の上にいるチビ朱す雀ざくが鳴いたと思ったら、小さな手て羽ばが指し示した方向から声がかかった。学校での勉強を終え、作業をするため奥庭に向かって帝都城公園を走っていた蒼司朗は、そちらへ振り向く。

「こんにちはー、高たか階しなさん」

　蒼司朗に呼びかけたのは、木こ立だちの向こうに見える売店の店員だ。

　店の前を通ると、挨あい拶さつする度たびに仕事の手を止めさせてしまうことになるので、蒼司朗はいつも店から少し離れた遊歩道を使うことにしている。遊歩道を走り抜ける蒼司朗の姿が店から見えるのは、ほんの数秒なので、高階は今日、蒼司朗が通るのを見み逃のがさないように待っていて、声をかけたのだろう。

（どうかしたのかな？）

　蒼司朗は遊歩道を外はずれ、木立の合間を抜けて売店へと走る。売店の店員は、この場所に常駐している公儀隠密だ。何か気になることがあるのに違いない。




　何事かと急いでやってくる蒼司朗を、高階は頭を下げて待った。

「ミギャギャ」

「キュウ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

　売店は土産みやげ物ものの菓か子しや休きゆう憩けい所じよがあり、美お味いしいもののあるステキなところだ。呼び寄せられて、蒼司朗にくっついているピヨ四し神じんは、ご機き嫌げんな様子で愛あい想そを振りまく。

　帝都城の内うち堀ぼりの外は結界領域ではないので、一般の者にピヨ四神の姿は見えないが、公儀隠密は関係者なので蒼司朗の連れているピヨ四神の姿が見える。

　帝都城と帝みかどの一族を加か護ごする強大な力はそのままでも、見た目だけはちびっちゃい赤ちゃん動物と化した奥庭の四神は、今やすっかり愛あい玩がん系けいだ。円つぶらな瞳ひとみで見つめられて、高階は頰ほおを緩ゆるませた。

「こんにちは、奥庭の四神様」

「お供そなえをもらいに来たんじゃないからね」

「ミギュ？」

　え？　なぁに？　とばかりに、愛らしく首を傾かしげるピヨ四神を、蒼司朗は指先でちょいちょいと可か愛わいがることで、お菓子については忘れさせる。

　学年一小こ柄がらな少年である蒼司朗が、小さな動物を可愛がっている様子は、何ともほのぼのしていて癒いやされる。ほわりと和なごみそうになった高階は、慌あわてて気を引きしめた。

「お一人で来園されているご婦ふ人じんなのですが、先ほどあちらへ行かれました」

　高階が視線を送った先は、蒼司朗がこれから向かう方向だ。

「少し様子に気をつけてさしあげてください」

「はい、わかりました」

　にこりと微笑ほほえんで、蒼司朗は高階に一礼した。




　挙きよ動どうにどこか不ふ審しんな点があったが、犯はん罪ざい者しやではなく保ほ護ご対たい象しようとして認識していた婦人の特とく徴ちようを、高階は蒼司朗に教えなかった。それは、蒼司朗の目でおかしく見えなかったのなら、気にしなくてもいいからだ。

　一人で行動していて高階の目に留まっても、その後待ちあわせていた誰だれかと会って落ちついているなら、きっと心配はいらない。




　売店を出て、それまでと同じように走って移動した蒼司朗は、進行方向にあったベンチで腰こしかけている婦人を見つけた。

「ピ」

「うん、たぶんあの人だよね」

　頭上で一声鳴いたチビ朱雀が手羽で婦人を指し示し、蒼司朗は頷うなずく。

（具合が悪いのかな？）

　顔色が悪く、元気がないように見える。

「ミギャン」

　胸むな元もとにいるチビ白びやつ虎この前まえ肢あしの肉球が、ぽふっと蒼司朗の顎あごの下に当たった。柔やわらかい感かん触しよくがくすぐったくて、蒼司朗はチビ白虎に笑う。

「帝都に来た大切なお客様を、放っておけないよな」

　走るのをやめた蒼司朗は、驚かさないよう注意しながら、婦人の腰かけているベンチに近づいた。




　来園者を一見しただけで、帝都民ではないと蒼司朗が思ったのは、その服ふく装そうからだ。

　帝都では、日常生活を送っている帝都民も景観のひとつと考えられているので、外出時には制服の着用が義務づけられている。だが義務であっても、絶対だとか罰ばつ則そくだとかはないので、時と場合によっては、私服での外出もする。

　元気なく視線を落として、私服でベンチに腰かけている婦人を、蒼司朗が帝都の外から来た人だと判断したのは、着ていた服が、今の帝都の流行とは少し違っていたからだ。

　服の生き地じや仕立てはいいようだし、手入れの行き届いた靴くつを履はいていて、持っている鞄かばんも上等なので、経済的には豊かだろうと推測できる。しかし、服装はタンスにあったものをそのまま出して、慌てて着てきたようだ。

（急な用事で帝都に来たのかな）

　何か楽しい予定があって帝都に来る者は、服装にも気合が入っている。せっかく帝都に来たのに、流行のおしゃれな服を支し度たくする余裕がなかったらしいのはとても残念だ。




「こんにちは。ご気分が悪いのですか？　大丈夫ですか？」

　びくりと肩かたを震ふるわせた婦人は、ひどく驚いた様子で顔を上げた。そして蒼司朗を見て、少し緊張を解とく。

「大丈夫ですよ。ありがとう」

　心配そうな蒼司朗に、婦人は優しく微笑んだ。




　帝都城公園の巡回警備を行っている警備員や警官ではなく、高階が婦人のことを蒼司朗に頼んだのは、蒼司朗なら警けい戒かいされず、心を開いてもらえる存在だと思ったからだ。

　小柄なために、まだ子供の領域を出ないように見える蒼司朗は、保護対象として認識される。帝都学園高等部の夏の制服姿で、重たそうな鞄を持っている蒼司朗は、いかにも学校帰りという感じだ。刃はに布をかぶせてある枝えだ打うち斧おのは、柄えの長い、何か部活の道具のように見えるだろう。




（何か、わけありっぽいな）

　どこかそわそわしていて落ちつかない婦人は、観光や観劇で帝都を訪れたのではない。初対面で根ね掘ほり葉は掘ほり聞くことはできないので、蒼司朗は婦人の隣となりに腰を下ろす。

「お天気よくて、暑いですね。喉のど渇かわいちゃった」

　荷物をベンチに置いた蒼司朗は、鞄から水すい筒とうとコップを取りだした。

　赤ん坊になってしまったピヨ四神は、大人よりも喉が渇く。こまめに水分を補給させなければいけないので、休憩するにはいい頃合いだ。

「お水、飲みませんか？」

　一緒に飲まないかと、水を注いだコップを差しだされ、婦人は微笑んで受け取る。

「ありがとう」

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

　婦人からは自分の身体からだと荷物で死角になるような位置に、蒼司朗はピヨ四神用のコップに清し水みずを注いで置いた。ピヨ四神は喜んでベンチに飛び下りて、コップの水を飲む。

「────とても美味しいお水ね」

「帝都の井い戸ど水みずも、けっこういいでしょう？」

　自じ慢まんした蒼司朗へ、婦人は笑顔で頷く。

「ミギュン」

「キュウ」

「チュピピ」

「「（しゅー）」」

　霊れい力りよくのない婦人に姿は見えないのだが、水を気に入ってもらえて、ピヨ四神はご機嫌で愛想を振りまく。優しそうな女の人はたくさん甘やかしてくれるため、甘えん坊のピヨ四神は大好きだ。

　都会は田舎いなかよりも水が汚よごれていると言われるが、蒼司朗の持っている水は、ピヨ四神が飲める清水なので、もっとも安全で美味しい。

　水を飲んで一息ついて、蒼司朗は婦人に言う。

「このあたり、他よりも人通り少ないですから、お一人だと危ないですよ。座ってゆっくりなさるなら、売店の休憩所を利用されればいいのに」

　売店の休憩所は無料で利用でき、ちょっとした荷物の整理もできる便利な場所だ。今腰を下ろしているこのベンチのある場所は、とくに景色がいいわけでもない。

　安全にも配はい慮りよして、通りかかった蒼司朗が声をかけてくれたのだとわかって、婦人は柔らかく笑った。子供に心配されるのは、何だかくすぐったい気分になるものだ。

「えぇ、そうね。でも今日は『ここ』で待ちあわせましょうって、息子むすことの約束だから」

「息子さん？」

「二年前に大学を卒業して、帝都で働いているのよ。外国の品物を輸ゆ入にゆうする会社なの」

　少し誇ほこらしげに言った婦人に、蒼司朗は微笑む。

「そうなんですか」

　待ちあわせで指定されたのなら、この場に一人というのもおかしくはないのだろう。人ひと気けがなくて、どうにも殺さつ風ぷう景けいだが。




「ピ」

「え？」

　チビ朱雀の鳴き声が聞こえ、木立の向こうの遊歩道に若い男性らしい人影が見えた。蒼司朗の声で、人影に気づいた婦人は、コップを置いてベンチから立ち上がる。

（息子さんが来たのかな）

「ミゴゴゴゴゴ……」

「キュー」

「ピピ」

「「（しゅー）」」

　警戒するようにピヨ四神が鳴き、人影に歩み寄ろうとした婦人は、怪け訝げんな顔で足を止めた。

（あれ？）

　何かおかしい感じがする。静かにベンチに腰かけたまま、蒼司朗は婦人を見守る。




　やってきたのは、スーツ姿の若い男性だった。

「────島しま崎ざきくんのお母さんですか？」

　呼びかけられて会え釈しやくした婦人に近づきながら、男性は言った。

「すみません、島崎くんはお得意様と商談中でして、代わりに僕が来ました。えーっと、僕のこと、わかりますか？」

　向かいあう位置まで来て足を止めた男性を見て、婦人はほっとした様子で微笑む。

「はい。田た坂さかさんですね。息子と一緒に写真に写ってらした────」

　婦人はバッグから手紙の入った封ふう筒とうを取りだし、中の写真を見せた。写真を見て田坂は笑い、婦人と同じように、一人の男性の写真を差しだす。

「はい、お母さんの持ってる写真に写ってるの、僕です。これ、島崎くんにもらった写真です」

　身分証明代わりに持たされたと言って、田坂は婦人に送られた手紙一式と交こう換かんする形で、持参した一枚の写真を婦人に渡した。

「……あの子は元気でやってるみたいですね」

　本人には会えなかったが、写真の中の息子を婦人は慈じ愛あいに満ちた瞳で見つめる。

「はい、バリバリ働いてます。あの、それで────」

「えぇ、ちょっと待ってくださいな」

　婦人は帝都で働いている息子の写真を大事そうに持ちながら、バッグから厚みのある茶封筒を取りだした。

「これ、よろしくお願いします。それから、こちらは会社のみなさんでどうぞ」

「わざわざすみません」

　田坂は茶封筒と、土産物の菓子折が入った紙袋を受け取ると、代わりに薄うすっぺらい封筒を差しだした。

「これ、帰りの指定席の切きつ符ぷです。電車の時間まで、もうあまりないみたいですけど。次は宿も取って、泊まりで遊びに来てもらえるようにするからって、島崎くんが言ってました」

「そうですか。わざわざすみません」

　婦人は受け取った封筒をすぐに開けて、中の切符を確かめた。

「一時間ありませんのね」

　確かに、のんびりしている時間はない。駅でゆっくりするなら、もう帝都城公園を出てもいい頃合いだ。

　息子の姿を一目でもと思っていたのだが、それを諦あきらめた婦人に田坂は頷く。

「慌あわただしくて申し訳ありませんが、仕事中ですので、僕もこれで────」




「どちらの会社の方ですか？」

「ミギャギャ」

「キュウ」

「チュン」

「「（しゅー）」」

　婦人に暇いとまを告つげようとした田坂を真まっ直すぐ見つめ、枝打ち斧を持ってベンチから腰を上げる蒼司朗へ、ピヨ四神が飛びつく。




　背後から蒼司朗に突然声をかけられ、婦人は驚いた顔で振り向いた。

「帝都銀器貿ぼう易えきですよ」

　しごく当然と婦人は答えたが、蒼司朗は田坂を見つめたまま、眉まゆを顰ひそめる。

「その人が着てるのは、帝都銀器の制服じゃありません。色と形は少し似てるけど、社員章しようのバッジも違います」

　きっぱりと断言されて驚いた婦人を、田坂は思いきり突き飛ばした。

「きゃ……」

「あぶない！」

　突き飛ばされて転倒しそうになる婦人へ、蒼司朗は慌てて手を伸ばす。婦人に怪け我ががないよう、何とか支え、守ることはできたのだが。

「くそっ……！」




　田坂は菓子折の入った袋を投げ捨て、分厚い茶封筒を懐ふところに入れて逃とう走そうしていた。




「ど、どういうこと……!?」

「後で説明します！　ここから動かないで！」

　状じよう況きようが吞のみこめず動転している婦人を、蒼司朗はベンチに押しやるようにして座らせる。

（逃にげられる！）

　完全に出遅れた。ダッシュで追おうと、枝打ち斧を握にぎって蒼司朗は駆かけだす。




「そこを動くな！」

「包ほう囲い完了です！」




　田坂が走り去った方向で、帝都城公園の警備員たちの声がした。

（売店の高階さんが、通報してたんだ）

　手て際ぎわのいい警備員の配置は、こうなると見越してのものだったのだろう。

「ミギャギャ」

「うん、すぐ捕つかまる」

　ほっとした蒼司朗の耳に、慌ただしい足音が聞こえた。足音はこちらへ向かってくる。

（え？）




「退どけ！　ぶっ殺すぞ！」

　警備員に追われて逃げてきた田坂は、恫どう喝かつしながら蒼司朗へと迫せまる。

　ピヨ四神は大人おとなの男性のことはどちらかというと苦手だ。暴ぼう力りよく的てきな迫はく力りよくに怯おびえ、急いで頭を引っこめて隠かくれたピヨ四神を、それ以上怖がらせないように、蒼司朗は服の上から、そっと撫なでておく。




　小柄な少年は、行く手に立ちはだかろうと撥はね除のけられるし、人質としても利用できる。

　だが、蒼司朗はただの少年ではない。




「お庭番、望もち月づき蒼司朗───、参る！」




　鬼き気き迫る様子で走りくる男を真っ直ぐに見つめ、蒼司朗は枝打ち斧を構えた。
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「修行に来ないから、どうしたのかと思えば、昨さつ今こん流は行やりの『母さん助けて詐さ欺ぎ』の犯人逮たい捕ほに協力してたなんて……！」

　帝都警けい察さつ署しよの会議室の卓たくに、現像したばかりの百枚近い写真を広げ、小お此この木ぎ神官長は腹を抱かかえて笑った。会議室に入った途と端たん、遠えん慮りよなく笑われて、蒼そう司し朗ろうは頰ほおを膨ふくらませる。

「流行り、じゃありませんよ……！」

　修行中の神官候補生である蒼司朗を、監かん督とく責任者として迎むかえに来たという体てい裁さいだが、小此木神官長のこの様子はどう見ても、野や次じ馬うま根性で足を運んだのだろうとしか思えない。

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「チュピピ」

「「（しゅー）」」

　笑いながら小此木神官長が眺ながめている写真に興きよう味みを覚えたピヨ四し神じんは、ぴょいと蒼司朗から離れて卓に飛び下り、円つぶらな瞳ひとみで写真を見つめる。

　事情聴ちよう取しゆに協力してきたが、慣れないことをしたので、蒼司朗は何だかとても疲れた。もう夕飯の時間だ。早く寮りように帰りたかったが、ここで少し待つように言われている。

　蒼司朗はひとつ息を吐はいて小此木神官長の向かいの椅い子すに座り、膝ひざの間に立てた枝えだ打うち斧おのへ縋すがる。

「それにしても、よくこんなに写真撮とれましたね。あ、柳生やぎゆうさんですか？」




　公こう儀ぎ隠おん密みつで『くのいち』である柳生真ま純すみは、任務を遂すい行こうしながら、帝みかどや若様、四神の戦士の日常写真を撮影している。蒼司朗も参加する行事では、主おもにピヨ四神や若様たちと一緒にいるところを写真に撮られたことはあるのだが。

（あれ？　でも今日って、平日だよね）

　売店の高たか階しなから、犯人逮捕へ至る事件になるだろうとの知らせを受けて、蒼司朗の撮影を始めたとは思えない、登下校時の写真がある。蒼司朗にべったり張りついていないと撮れなかったのではないだろうかと思えるものばかりだ。

　帝てい都と日につ報ぽうに写真が掲けい載さいされる帝や若様ならわかるが、公儀隠密として多た忙ぼうな柳生真純に、今日の蒼司朗を追いかける理由はないはずだ。




「ミギュ～」

（ピンボケしてる？）

　ちょいとチビ白虎が不満そうに前まえ肢あしの先で蹴けった写真を見て、蒼司朗は首を傾かしげる。

「キュウ」

「ピ」

「「（しゅー）」」

　他のピヨ四神も、画像がブレていたり、被写体が中央に来ていなかったりするものを、不満そうに弾はじきだした。数はあるが、よく見るとまともな写真のほうが少ないかもしれない。

　全国販売の写真集に掲載するものを撮れるほど、カメラを扱あつかい慣れている柳生真純が、こんなに大量の失敗写真を撮るとは思えない。



















　怪け訝げんそうな蒼司朗を見て、小此木神官長は言った。

「この写真は、真純くんが撮ったんじゃありませんよ」

「は？」

　小此木神官長に言われ、蒼司朗は眉まゆを顰ひそめる。堂々とこんな失敗写真を量産できる人なんて、一体どこの誰だれだろう。

　わけがわからない様子の蒼司朗を眺めた小此木神官長は、にっこりと微笑ほほえんだ。

「これはすべて『親切な通りすがりの一般人』が、ご厚こう意いで提供してくれた写真です」

　年ねん齢れい不ふ詳しようで、女子力高い系の可か愛わいいポーズが妙に似合う小此木神官長の無む邪じや気きな笑顔は、煮にても焼いても食えない性格を知っている者には、胡う散さんくささＭＡＸマツクスだ。

（……弱みを握にぎられたか、脅おどされてるな）




　柳生真純の場合はプロの隠かくし撮りだが、ここにある写真は素人しろうとによる盗とう撮さつだ。

　帝都城奥庭のお庭番に就しゆう任にんした時点で、公人として扱われるので、ある意味プライベートは存在しないも同然だが、蒼司朗の場合はお役目を任されるだけの資格が色々と足りない。奥庭のお庭番には違いないが、まだ神官候補生でしかないし、公式に日々の写真を撮られるべき存在ではない。蒼司朗を撮るとピヨ四神が写りこむことも多いため、帝都のごく一部の人には構わないが、世間一般へ向けて大々的に表に出すのは憚はばかられる部分がある。

　盗撮は迷めい惑わく行こう為いとして帝都では禁止されているので、見つかってフィルムごと取りあげられたのだろう。自じ業ごう自じ得とくであっても小此木神官長に目をつけられるとは、誰だか知らないが、気の毒どくなことだ。




「そうですか」

　かかわるのは恐おそろしいし、ややこしいことにこれ以上巻まきこまれたくないから、蒼司朗はスルーしておくことにする。

「いやぁ、人気ですねぇ、『お庭番様』！」

　はっはっはと小此木神官長に笑われ、枝打ち斧を両手で握って、蒼司朗はがっくりと肩かたを落とす。

「お役目の名に恥はじないよう、今後なおいっそう精しよう進じんします……！」




　会議室のドアがノックされ、その音と同時に枝打ち斧を持って、蒼司朗は席を立つ。

「ミギャギャ！」

「キュイキュイ！」

「チュピッ」

「「（しゃー）」」

　初めて入った部屋で、いくらか警けい戒かいしていたピヨ四神は、立ち上がった蒼司朗へ急いで飛びつく。椅子の横に起立した蒼司朗へピヨ四神が避ひ難なんするのをしっかり見届けて、小此木神官長は部屋の外にいる者に返事をする。

「どうぞ」




「────失礼します」

　小此木神官長の返事から一呼吸置き、会議室に入ってきたのは、公儀隠密候補生の柳生蘭らん丸まるだ。

　帝都大学の現役大学生である柳生蘭丸は、公儀隠密を数多く排はい出しゆつしている名家・柳生本家の長男で、頭ず脳のう明めい晰せきで運動神経もよく、公儀隠密候補生としての能力も抜きんでた、将来有望な青年だ。

　公儀隠密候補生皆みなの憧あこがれのリーダーである柳生蘭丸は、年齢が近いこともあり、未成年である四神の戦士や蒼司朗について、よくサポートを行っている。

　大人おとなの警官や警備員、公儀隠密相手には話しにくいことも、近くで見守ってくれている公儀隠密候補生には話しやすいし、柳生蘭丸は格かつ好こうよくて頼りになる。

（蘭丸さん、来てくれたんだ）

　柳生蘭丸が姿を見せてくれたことで、蒼司朗は少し気持ちが楽になった。

「ミギュ」

　ほっとして身体からだの強こわ張ばりが少し取れた蒼司朗に安あん堵どし、そーっと顔を出したピヨ四神は、入室した柳生蘭丸を円らな瞳で見つめる。




　ドアを閉めた柳生蘭丸は、機嫌よさげなピヨ四神の姿を目にして緩ゆるみそうになる顔を引きしめ、小此木神官長と奥庭の四神、蒼司朗へ一礼した。

「被害者である島しま崎ざき婦ふ人じんのご子し息そくが来られました。蒼司朗様に一言お礼を申し上げたいと仰おつしやられてますが、こちらにご案内してよろしいですか？」

　きょるんと愛らしい様子で柳生蘭丸のことを覗のぞいているピヨ四神をくっつけたまま、訊たずねられた蒼司朗は恐きよう縮しゆくする。

「オレは別に、お礼を言われるようなことはしてません。奥庭のお庭番として、当然のことをしただけです」




　犯罪者から善良な人を守るのは、帝都城奥庭のお庭番として、蒼司朗にとっては日常茶さ飯はん事じだ。現場で事件後すぐにはよくあるが、こんな場所で、しかも帝都神社の小此木神官長が見ている前で、あらたまって礼をと言われると緊きん張ちようする。

　大おお袈げ裟さだという蒼司朗の反応を、柳生蘭丸は予想していた。




「今回のような詐欺事件の場合、悪いのはもちろん犯人ですが、原因を作ったほうにも問題があります。反省を促うながすためにも、少々恥ずかしい思いをしていただくのがよろしいのではないでしょうか」

「あはは、確かに恥ずかしいですねぇ！　自分の母親が、こんなチビっこに助けられたなんて！」

　柳生蘭丸の言葉を聞いて小此木神官長は爆ばく笑しようし、蒼司朗はムッとする。

「今笑われてるの、オレですよね!?」

「あれれー、そうかなぁ？」

　笑っている小此木神官長は、そっぽを向いて目を逸そらすことで蒼司朗の追つい及きゆうをかわした。

　小此木神官長と蒼司朗の雰ふん囲い気きを悪くするために、柳生蘭丸は入室したのではない。

「では、ご案内して参まいりますので、少々お待ちください」

　乗り気ではなかった蒼司朗をさくっと無視して、柳生蘭丸は一礼し、会議室を退出した。




（あー……）

　蒼司朗はパタンと閉めきられたドアへ、情なさけない視線を向ける。

「ミギュ？」

　どうしたのだろうと注目されても、蒼司朗は自分の感情をうまくピヨ四神に伝えられない。

「……うん、大丈夫。何でもないから」

　礼を言われることに慣れていないので、待っているのはどうにも苦手で落ちつかないが、とりあえず蒼司朗はピヨ四神を撫なで撫なでして、柔やわらかくて温かい感かん触しよくで癒いやされて、気持ちの準備をしておく。




　帝都銀器貿ぼう易えきに勤つとめている島崎和かず馬まは、婦人と目元がよく似た、誠せい実じつそうな青年だった。

　居合わせた高校二年生に助けられたと聞いていたが、まさかこんな子供だったとはと、ひどく驚かれながらも丁てい重ちように礼を言われた蒼司朗は、寮の門限を理由に早々に辞じした。

　小此木神官長は蒼司朗にもっとゆっくりしていてもらってもよかったのだが、蒼司朗にかこつけて仕事をサボって抜けだしていたのがバレてしまい、お迎えに来た新しん庄じよう神官に帝都神社へ連れ戻された。




「犯人は、その被害者の息子さんと一緒に写った写真を持ってたんだよね？　知り合いが、悪いことをしたの？」

「ううん、全然知らない人だって」

　寮で待っていた清きよ志し朗ろうは、部屋に戻った蒼司朗から今日遭そう遇ぐうした詐欺事件の話を聞き、食堂に向かいながら首を傾げた。

「ミギャギャ」

「キュウ」

「ピピッチュチュ」

「「（しゅー）」」

　ピヨ四神は機嫌よく何かを伝えようとしているが、帝都学園高等部の寮で霊れい力りよくのない清志朗には、ピヨ四神の姿を見たり鳴き声を聞いたりはできない。そして残念ながら、見えて聞こえている蒼司朗にも、ピヨ語はよくわからない。

「清ちゃん、全然知らない人とでも、写真を撮れないことはないよ。一緒に撮るとかじゃなくて、写りこんでる、かな」

「あぁ、なるほど」




　お互いの距きよ離りが近ければ、賑にぎやかな場所で偶ぐう然ぜんを装よそおって、一緒に写っているものが撮れる。詐欺に利用しようとしている標的が友達と歓かん談だんしているところをうまく写りこませたなら、楽しそうな表情も撮れる。望遠レンズを使えばシャッター音で気づかれることなく、標的をバストショットで大きく撮影できる。




『母さん助けて詐欺』は、昨今、帝都で頻ひん発ぱつしている詐欺事件だ。

　犯人は地方から出てきて帝都で働いている人の中でも、実家に連絡を取っていない人を選んで、郷きよう里りの家庭環かん境きようを調べてその人になりすまし、近きん況きようを知らせる手紙を送っていた。

　そうして何度目かの手紙に、『仕事で使うはずの会社のお金をなくしてしまった（または、使いこんでしまった）。上司や仕事仲間の誰にもバレないうちに、お金を補ほてんしておきたい。後で必ず返すから、助けてください』ということを書いて、お金の受け渡し場所と日時を伝え、家族を帝都に呼びだしたのだ。

　帝都で働く子供を応おう援えんしたい家族は、他の家族に内ない緒しよでお金を都つ合ごうして、息子の代わりに来たという同どう僚りようや友人と会い、お金を渡して持ち逃げされる。

　この詐欺事件は犯行直後ではなく、その後どうなったのか、それとなく様子を探さぐろうとしてお金を都合した家族が本人に連絡を取って、初めて発覚する。




「蒼くんや帝都城公園の売店の人が気づいてくれて、本当によかったね」

　そう言ってくれる清志朗へ、蒼司朗は苦笑する。

「オレなんていなくても、帝都城公園の公儀隠密の人や警けい備び員いんさんだけで、どうにかなってたよ」

　帝都に住んでいる者なら、服ふく装そうを見れば、犯人が帝都で働いている人間ではないとすぐにわかる。

「警察の人にオレが犯人を取り押さえたって聞いてたから、オレと会って、息子さんはすごく驚いてた」




　大人の警備員や公儀隠密が犯人を包ほう囲いして追いかけたのに、現場で犯人と一対一で対たい峙じして、枝打ち斧で足を打って転倒させ、動きを止めたのは蒼司朗だ。

　帝都城奥庭のお庭番であり、ピヨ四神の絶対の加か護ごを受けていると知っているから、関係者は何の違い和わ感かんもないが、一いつ般ぱんの人は中学生ほどの体格の蒼司朗を見て、驚いても当然だ。

　ピヨ四神に加護されているので、蒼司朗はたいしたことをしていない。というか、仕事が忙いそがしいという理由で、犯人につけこまれるような隙すきを作った青年に灸きゆうを据すえるために、高たか階しなに声をかけられて頭数に加えられたように思う。

　仕組まれたことに途中で気づいても、居合わせた現場で悪い人を目の前にすれば、見過ごすことができずに行動してしまうのが蒼司朗だ。

　外国と商売をしている貿易会社は、祝しゆく祭さい日じつの違いや時差の関係で、国内の企き業ぎようを相手にするときと同じようにはいかない。仕事を早く覚えて慣れたい新入社員は、休きゆう暇かがうまく取れずに帰き省せいを逃のがしてしまったり、元気でやっているが故ゆえに実家への連絡を取らなかったりということがよくある。

　島崎婦人の息子が勤つとめている帝都銀器貿易では、真ま面じ目めな新入社員がまさしくそんな感じだった。

「本当に、君にも怪け我ががなくて、よかった……！　今後こんなことにならないよう、気をつけますので……！」

　自分の行動のせいで、蒼司朗のような子供まで危険に晒さらしたことを、青年はおおいに反省していた。




　息子になりすまして、まとまった現金を持ってきてくれと手紙で島崎婦人を呼びだし、待ちあわせていた犯人は、その前にも数通の手紙を送り、その中に息子の写真と自分の写真を送っていた。

　帝都で元気にしている息子の写真を見ていた婦人は、近況を伝える手紙を、息子からのものだと信じきっていた。

　写真を添えた今回の事件は、友人や同僚として先に写真で姿を見せておいて家族を騙だまし、証しよう拠ことなる手紙と写真を、会ったときに息子の写真と交こう換かんして回収するという手口だった。




　手紙に写真が同どう封ふうされていれば、信じてしまうのも仕方ないかと、清志朗は思う。

「この事件って、ラジオのニュースで聞いてたけど、だんだん手が込んできたね」

「悪いことをする頭、もっと別のことに使えばいいのになぁ」

　不満そうに口を尖とがらせる蒼司朗を見て、清志朗は微笑む。

「うん、そうだね」

（きっと蒼くんは、悪いことで手に入れたお金に、価値なんて感じない）

　真まっ直すぐな気性の蒼司朗を、清志朗は従い兄と弟ことして誇りに思う。




　食堂の手前にあった掲けい示じ板ばんに、新しく植うえ野の動物園のポスターが貼られていた。

「わ、今年生まれた赤ちゃんの一般公開が始まるんだって！」

　蒼司朗はポスターの可愛い写真を見て足を止め、くっついているピヨ四神も興こう奮ふんする。

「ミギャギャ！」

「キュイキュイ！」

「ピピチュ！」

「「（しゅー！）」」

「ライオンとコツメカワウソとレッサーパンダかぁ、可愛いなぁ」

　目を輝かがやかせる蒼司朗の横でポスターを見つめ、くすっと清志朗は笑う。

「次の日曜日に見に行こうか」

「うん！」

「混んでるだろうけど」

「そりゃ、仕方ないよ！」

「ミギャミギャ！」

　動物が赤ちゃんのままでいられる時間は、人間よりずっと短い。数カ月で大人と同じ大きさになってしまうものが多いのだ。ちっちゃな赤ちゃん動物の可愛い姿を見るには、急がなくてはいけない。誰もがそう思うのだから、混雑して当然だ。




「あ、望もち月づきくん！」

　食堂から出てきたばかりの寮生に声をかけられ、蒼司朗と清志朗はそちらに振り向く。

（えーと、誰だろ？）

　寮で寝しん食しよくを共にしていても、授業を一緒に受けていない生徒のことを、蒼司朗はよく知らない。

「明日の委員会のことなんだけど」

　声をかけてきたのは、学級代表であり学年代表をしている清志朗に、用がある寮生だ。清志朗は蒼司朗とは別の意味で、いろいろと忙しい。

「ごめん、蒼くん、ちょっと待っててね」

「うん」

　少し離れたところで立ち話をする清志朗たちの邪じや魔まをしないよう、蒼司朗はピヨ四神と掲示板のポスターを見ながら待つ。
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「なぁに見てんのかと思ったら、またそんなモンを……！」

　ふっと陰かげったなと思ったら、声が上から聞こえ、蒼そう司し朗ろうはそちらを見上げる。

「篠しの原はらか」

「おう」

　白びやつ虎この戦士で同級生の篠原勇ゆう輝きは、蒼司朗へぞんざいな返事をして、ピヨ四し神じんに恭うやうやしく会え釈しやくすると霊れい力りよくで作ったキラキラを飛ばす。

「ミギャン」

「キュウ」

「ピチュン」

「「（しゅー）」」

　このキラキラはピヨ四神にとって、美お味いしいおやつのようなものだ。ご機き嫌げんで待ち受けるピヨ四神の口に、ふわふわと飛んだキラキラが、すぽんと入った。

　うまうまうま♪

「晩ご飯前だからね。もうダメだよ？」

　口をもぐもぐさせているピヨ四神を優しく撫なでて言い聞かせ、蒼司朗は篠原勇輝の手にある弁当を見る。寮りようの晩ご飯を詰めてもらったものだ。別の場所で食べるらしい。

「篠原は、これからお城？」

「おう」

　成長期食べ盛ざかりの高校生なので、篠原勇輝にとっての通常ボリュームは大おお盛もりだが、蓋ふたの浮いていない並盛りを二つ持っているならば、そのうちのひとつは若様の分に違いない。

（今日の晩ご飯は、デザートにプリンのある日だったっけ）

　帝都の一般民すべてに等しく接しなければならないため、帝室の者は自分の好このみをはっきり言ってはならない。でも好きなものがメニューに載っている日は、ひそかに楽しみにしている。

　用事があって、寮に泊とまらず帝都城へ戻った若様が食べられるように、篠原勇輝は晩ご飯を詰めて持っていく。




　篠原勇輝は蒼司朗が見つめていた掲けい示じ板ばんのポスターに、少し呆あきれる。

「ほんとにオメー、ちっけぇモン好きだな」

「何だよ、可か愛わいいじゃん。それに、新しい命が元気に育ってる場所って、いいよな」

　人も子供が多いところは、とても賑にぎやかで活気がある。子供の姿を微笑ほほえましい気持ちで見つめられるのは、人の気持ちにも余裕があるときなので、とても幸せなことだ。

「ミギュン」

「キュウ」

「チュピ」

「「（しゅー）」」

　ほわっと微笑む蒼司朗に感化されてか、キラキラを美味しく味わったピヨ四神も、ふわふわと幸せそうだ。




（奥庭の四神様がこの大きさのままなのは、このチビのせいじゃねぇか？）

　ぴよぴよの赤ちゃんライフは満まん喫きつできるし、お世話係の蒼司朗は可愛がってくれるし。そして赤ん坊のピヨ四神を世話している蒼司朗の姿は、とても癒いやし系で、大人たちを微笑ましい気分にさせる。

　奥庭の四神様は畏い怖ふされて敬うやまわれているときよりも、見かけだけでも保ほ護ご対たい象しようとして考えられる部分があるので、細やかに配はい慮りよされたりサービスをよくしてもらったり、いくらか待たい遇ぐうがいい。蒼司朗にくっついていれば、帝都城下の散さん策さくも楽しめる。

　たとえ本当にそうであっても、これが今の『帝都城と帝みかどの一族を守しゆ護ごしている神様』だ。篠原勇輝は神様に意見する立場にはないので、いろいろと思うところはあっても、黙だまっておく。




「じゃな」

「若様によろしく」

「知るか」

「ミギャミギャ」

「キュウ」

「チュピピ」

「「（しゅー）」」

　にこっと微笑む蒼司朗にそっけなく言って、ピヨ四神には手を振り、篠原勇輝は寮の玄げん関かんに向かった。




　篠原勇輝を見送って、蒼司朗はまたポスターに目をやる。

「先着二十人に、赤ちゃんライオンを抱だっこさせてくれるのか。いいなぁ。でも、オレには無理かなぁ」

「ピ」

「────望もち月づきくん」

　頭の上でチビ朱す雀ざくが鳴き、背後で聞こえた声に蒼司朗は思う。

（清きよちゃん、忙いそがしそうだな。でも、日曜日は大丈夫だよね）

　学校の用事で清きよ志し朗ろうが忙しくても、それは大たい抵ていの場合、平日に限ったことだ。蒼司朗は日曜日であっても、朝から帝都城奥庭の作業があるし、帝都神社での修行もある。朝一番に並ばなければ、先着二十人に入るのは無理だろう。

（オレも赤ちゃんライオン、抱っこしてみたかったなぁ）

　抱っこした赤ちゃんライオンと一緒に、記念撮さつ影えいをしてくれるサービスもあるようだ。これは赤ちゃんライオン目当ての来園者にとって、いい思い出になるだろう。




「望月くんってば」

　横から軽く肩かたを叩たたかれて、蒼司朗はびっくりする。

「えっ!?」

　振り向いた先にいたのは、同じ学年で顔は知っていても、これまでに蒼司朗が親しく話したことのない寮生だ。驚いている蒼司朗の顔を見て、寮生は苦笑する。

「ごめん、驚かせた？　さっきから呼んでたんだよ。僕の声が聞こえないほど、真剣にポスター見てたんだ？」

「あ、いや、その」

「可愛いよね。動物の赤ちゃんって」

　微笑ましいという笑顔を向けられて、恥はずかしくなった蒼司朗はちょっと目を逸そらす。声は確かに聞こえていた。頭の上のチビ朱雀も、蒼司朗に教えてくれていた。自分が呼ばれているのだと、蒼司朗が思っていなかっただけだ。




（そっか、オレも『望月』だもんな）

　高校生になって初めて清志朗と同じ学校に通うことになった蒼司朗は、父親が兄きよう弟だいなので、名字が同じ『望月』だ。多くはない名字だから、学校に何人もいない。

　入学を遅らせて、一年生の秋に帝都へ来た蒼司朗は、先に入学していた清志朗と区別するために名前で呼ばれてばかりいたので、名字呼びされるのは清志朗だけという思いこみがあった。




「初めまして、望月くん。帝都城奥庭のお庭番のお役目、いつもありがとうございます。僕は三み橋はし慶けい一いち、家は帝都東地区にあるんだ」

　三橋慶一は蒼司朗のことを知っているから、自じ己こ紹しよう介かいする必要はなさそうだ。

「白虎神社の篠原くんのことは、小さいころから知ってるけど、あの怖い篠原くんと普通に喋しやべれるって、すごいね」

「あー、うん、確かに怖いけど」

　殴なぐられたり蹴けられたり乱らん暴ぼうされたりしたことはない、と言いかけて、蒼司朗は思い出す。

（望ぼう威いはしょっちゅう蹴られてるな）

　まったく乱暴しないわけではない。気が短くて暴ぼう力りよく的てきで怖いのは本当だ。

　よく大声で怒ど鳴なるし、睨にらむ。若様以外には、まったく愛あい想そはよくないし、服ふく装そうも不良っぽい。

　だが態度はあんなでも、勉強の成績は上位だし、神官としても優秀だ。本質はとても真ま面じ目めで優しくて、不良ではないとわかっているから、怖くないと蒼司朗は思える。

（オレは慣れただけかも）

　初めて体育の授業で一緒になったときの、過か激げきなバスケットボールの試合のことは、今でもよく覚えている。

　奥庭の四神様の手前、遠えん慮りよしているだけで、蒼司朗に対する篠原勇輝の態度は、あまり変わっていない。蒼司朗が篠原勇輝のことを友達だと言ったなら、絶対にものすごく嫌いやな顔をされて、嚙かみつくような剣けん幕まくで怒られるだろう。

「篠原に何か用なの？」

　普通に話ができる蒼司朗を通じて、三橋慶一は篠原勇輝に何か伝えたいことがあるのだろうか。

「あぁ、ごめん、そうじゃないんだ。さっき一緒のところを見かけたから、篠原くんのことを言っただけだよ」

（気を遣つかってくれたのか。いい子だな。さすが、清志朗くんの従い兄と弟こだね）

　面倒見のいい優等生の清志朗のことを思い出させる、優しい少年だ。

「僕は写真部の部員なんだけど、最近、望月くんの写真が欲しいって、よく頼まれるんだ」

　三橋慶一が肩にかけている箱型の鞄かばんは、カメラバッグだ。写真部の部員らしく、スクープを逃のがさず写真に収めるため、いつも持ち歩いているのだろう。

「だから、写真を撮って、その人たちに渡してもいいかどうか、聞きたくて」

「オレの写真？」

「うん。望月くんの日常的な写真がいいんだって。体育祭や遠足のときの、スナップ写真みたいなやつだよ。忙しい望月くんに、わざわざ時間を作ってもらう必要はないからね」

「ミギュ？」

　予想もしなかった言葉を聞いて蒼司朗は目を丸くし、わけがわからないながらもピヨ四神も首を傾かしげる。

「フィルム代と写真の焼き増しに必要な実費はもらうんだけど、それ以外に、いくらか望月くんに渡したほうがいいよね。いくらって言えばいい？　あと、写真に制限とかある？」

　写真一枚につき、いくらお金を取るのか、渡す写真に条件をつけるかと訊ねられ、蒼司朗はびっくりだ。

「い、いいよいいよ！　そんなの！　普通にいつも皆みなが見てるオレの写真だったら、全然かまわないし！」

　蒼司朗はついさっき、隠かくし撮どりされた大量の写真を見てきたばかりだ。写真を撮ってもいいかと、事前に承しよう諾だくを取ってくれるなんて、それだけでもありがたい。

（写真でお金をもらうなんてできないし！）

　蒼司朗が帝都城奥庭のお庭番であることは本当だが、ピヨ四神に助けられているばかりで、偉えらそうにできる実力はない。

　有名人ぶって写真代を徴ちよう収しゆうするのはおこがましいし、いくら写真部の部員が撮った写真でも、自分の写真が一般に売られているような、見み応ごたえのある価値の高いものだとは思えない。

「そう？　じゃあ、どんな写真を何枚、誰だれに渡したとか」

「そういうのもいいから！　誰が持ってるのか、知っちゃうと恥ずかしいよ！」

　相手がわかると、かえって意識してしまう。こっそり持っていて、いらなくなったら、さくっと処分してもらったり、帝都にはこういう人もいたなと、箱にしまって忘れてくれたりしたほうがいい。

　赤くなって慌あわてる蒼司朗を見て、三橋慶一は笑う。

「うん、わかった。ありがとう、望月くん」

「蒼司朗でいいよ」

　名字呼びされると、慣れないので妙みような気分だ。言われた三橋慶一は、嬉うれしそうに笑った。

「そんな、急に仲よしになっていいのかな。ありがとう、蒼司朗くん。僕のことも名前で呼んでね」

「え？　あぁ、うん」

　思いがけない反応に、蒼司朗はちょっと驚く。

（あぁ、そうか。そういうことになるのか）

　清志朗のいる帝都に来て、名前で呼ばれることが普通になっていたので、まったく意識していなかった。




　役員会の話を終えた清志朗は、掲示板の前で一緒にいるのが、蒼司朗とこれまで喋ったことのない寮生であることに気づいた。清志朗は中学生のころに同じ学級になったことがあるが、蒼司朗とは思い当たる接点がない。

「三橋くん」

　声をかけた清志朗に振り向き、にこりと三橋慶一は微笑んだ。

「役員会の話、終わったんだ？　忙しそうだね、望月くん」

「いつものことだよ。何か面おも白しろい写真、撮れた？」

　三橋慶一は中学時代から写真部だ。訊ねられて、三橋慶一は目を輝かがやかせる。

「今日これから、外出許可をもらって撮りに行くよ！　撮れたら、帝都の一大スクープ、世紀の大発見だ！　帝都新聞に持っていくよ！」

　三橋慶一は大だい興こう奮ふんだ。世紀の大発見とまで言いきるとは。

「何の写真？」

　きょとんとした顔で訊ねた蒼司朗と清志朗を、ぐいと廊ろう下かの端はしに引き寄せ、三橋慶一は二人の耳の近くで囁ささやく。




「空飛ぶカエル」




「「は!?」」

「ミゴ？」

「キュイ」

「チュン」

「「（しゅー）」」

「しー！　大きな声を出しちゃ駄だ目めだ……！」

　三橋慶一から注意され、蒼司朗と清志朗は慌てて口を噤つぐむ。
















（空飛ぶカエルって……）

（跳はねるじゃ、ないのかな）

　飛ぶ、というのだから、こうビューンと行くのだろうか。

　目を丸くする二人と、霊れい力りよくがないので見えていないピヨ四神にがっつり注目されながら、三橋慶一は教えた。

「水みず辺べの近くで目もく撃げきされてるらしいんだ。突然変異かもしれない」




　三橋慶一は真剣だが。

（誰かの見間違いじゃないのかな）

　蒼司朗と清志朗は、にわかには信じられず、思わず互たがいの目を見合わせた。しかし、三橋慶一にそれを指し摘てきするのは無ぶ粋すいだ。謎なぞを追い求めるのも、ロマンなのだから。

　興奮して三橋慶一は目を輝かせているが、蒼司朗と清志朗のノリはイマイチ悪い。んむんむと口を動かしながら、ピヨ四神は蒼司朗と清志朗、そして三橋慶一を交こう互ごに見つめる。




　清志朗は優等生の笑みを三橋慶一に向けた。

「皆には内ない緒しよにしておくよ。無理しないようにね」

「うん、ありがとう！　じゃあ、蒼司朗くん、またね！」

　三橋慶一は元気よく手を振って、颯さつ爽そうと寮を出て行った。




　清志朗が皆に内緒にすると言ったので、三橋慶一が『空飛ぶカエル』の写真を撮りに行ったと、広まることはないだろう。それはいいのだが。

（大丈夫かな……）

　あんなに張りきって出かけて、何も撮れなかったら、がっかりするのではと蒼司朗は思う。蒼司朗が三橋慶一を心配しているので、清志朗は教える。

「中等部の一年生のころは、ツチノコを撮るんだって、帝都城下のあちこちの竹たけ藪やぶを探たん索さくしてたよ」

「ツチノコ!?」

　蛇へびに似ているが長さは三十センチくらいで、胴どう体たいの太い妖よう怪かいのようなものだと、蒼司朗は聞いたことがある。

「帝都にいるの!?」

「噂うわさだよ」

　にこりと清志朗に微笑まれて、蒼司朗は察する。

（……あー、そういうことか）

　ツチノコの写真は撮れなかったようだ。だから『空飛ぶカエル』が撮れなくても、三橋慶一が落ちこむことはないだろう。




「待たせてごめんね、蒼くん。晩ご飯食べに行こう」

　清志朗は蒼司朗を促うながして、一緒に食堂へ向かう。

「ミギャミギャミギャ」

「キュイキュイ」

「ピッチュチュピ」

「「（しゅーしゅー）」」

（飛びだしちゃ駄目だぞー……！）

　食くいしん坊ぼうのピヨ四神は、いい匂においが漂ただよってくる食堂に、いよいよ入るとわかってご機嫌だ。

「三橋くんと友達になったんだね」

　蒼司朗の友人が増えることを、清志朗は喜んでくれる。だが、今回は用事があって三橋慶一から話しかけられたのだ。

「あ、いや、友達っていうか、写真部でオレの写真を撮って、欲しい人に焼き増しして渡してもいいかって、聞かれたんだ」

「へぇ。蒼くんは有名人だからね。そういうこともあるよね」

　すんなり清志朗に納得されて、蒼司朗は複雑な気分だ。

「写真を渡した分だけ、オレにお金を払うって言われたから、それはいらないって断った。だって、勝手に撮る人だっているんだしね」

　今日、詐さ欺ぎの被害に遭あうところだった島しま崎ざきさんのように、黙だまって特定の誰かの写真を撮る人はいる。芸能人のように、姿を見せることを商売にしている人を撮って売るなら問題だろうが、蒼司朗の写真を希望者に実費で渡しても、問題はない。

（だから、『じゃあ、蒼司朗くん、またね！』なのか）

　清志朗は去り際ぎわに三橋慶一が言った言葉の意味を理解した。
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　食堂に入った蒼そう司し朗ろうと清きよ志し朗ろうは、それぞれトレイを取って、料理をもらうために配はい膳ぜんカウンターへ向かう。

「さっき、三み橋はしくんから『望もち月づきくん』って呼ばれてさ、オレのことだと思わなかったから、驚いちゃったよ」

「蒼くんも『望月くん』なのに」

　蒼司朗の言い様がおかしくて、くすくすと清志朗は笑う。

　顔と名前を知っているだけの人ならば、蒼司朗が一人でいるときに『望月くん』と呼びかけるのは普通だろう。

「それはそう、なんだけどさ」

　順番に料理の器うつわをもらっていきながら、蒼司朗は厨ちゆう房ぼうの奥で作業をしていたハイムエンデと、いつものように手を振りあった。

「ミギャミギャ」

「キュイ」

「チュン」

「「（しゅー）」」

　あの地下道で鯛たい焼やきをもらって以来、ピヨ四し神じんもハイムエンデを見かけるたびに愛あい想そを振りまいている。仕事中のハイムエンデが反応してくれることはないようだが。

　他の調理師とも仲よく、元気で、楽しく作業をしているハイムエンデの姿に、蒼司朗はほっとする。

「あ、そう言えば清ちゃん、今日の詐さ欺ぎ事件でついでにわかったんだけど、オレのこと追っかけて写真撮ってる人がいたみたいだよ」

　空いている席を探してテーブルの間を進みながら、これは清志朗に話しておかなければいけないと、蒼司朗は思う。

「清ちゃんもオレと一緒に撮られちゃってた。今日の写真は、小お此この木ぎ神官長に見つかって、フィルムごと全部取りあげられてたみたいだけど」

「あぁ、カメラ持ってる人、このところよく見かけるようになったよね」

「え？　清ちゃん、気がついてたんだ？」

「うん、これまで見かけなかった人が、近くをうろうろしてたから」

　帝都で生まれ育った清志朗は、蒼司朗よりも帝都民に知りあいが多いので、急によく見かけるようになった人に気づきやすい。

「……オレ、ぜんっぜん気づかなかった」

「蒼くんは忙いそがしくしてるから、仕方ないよ。気にすることじゃないと思うよ」




　目標に向かって常つねに全力まっしぐら、な蒼司朗には、脇わき見みをしている暇ひまはない。くすくすと笑ってから、清志朗は蒼司朗を心配する。

　帝都の有名人となってしまったからには、覚かく悟ごしなければいけないのかもしれないが、自分の意志で望んで帝都城奥庭のお庭番になったのではない蒼司朗の場合は、保護されていいのではないだろうかとも思う。




「帝都の迷めい惑わく条例には違い反はんしている気がするけど、蒼くんに実害がなければ、そういうことをしている人が近くにいるかもって、注意しておくだけでいいんじゃないかな」

「そうだね。オレのせいで、その人が事件に巻きこまれたりしたら困るもんね」

　神しん妙みような顔で蒼司朗は頷うなずくが、盗撮に勤いそしんでいる人は、お庭番として毎日どれだけ危険なことをしているのか、よくわかっているはずだ。巻きこまれる覚悟もなく、近づくほうが軽けい率そつではないだろうか。

（そういう人たちのせいで、蒼くんが危ない目に遭あうのが、僕には許しがたいよ）

「大人おとなの人たちが動かないようなことでも、何かあったら絶対に、蒼くん一人で解決しようとしないで、僕や小此木神官長や、柳生やぎゆう先輩たちに言わなきゃ駄だ目めだよ？　蒼くんが辛つらい思いをしているのを知らないでいるなんて、僕は嫌いやだからね」

　ただ一人の従い兄と弟こだ。清志朗が抱いだくその気持ちは、蒼司朗にも痛いほどわかる。

「絶対に言うから！　そのときは一緒に考えてね！」

「うん」

　清志朗はいつものように、優等生の笑えみを浮かべた。




「清志朗くん、蒼司朗くん、こっち！」

　空席が三つあるテーブルで、同学年の寮りよう生せいである筧かけい俊とし彦ひこが手を振って、二人を呼んだ。

　六人がけのテーブルで先に食事をしていたのは、一年生のときに同じ組だった筧俊彦と斉さい藤とう正まさ則のり、熊くま谷がい融とおるだ。二年に進級して、熊谷融以外とは違う組になってしまったが、三人とも中等部のころから清志朗と仲がよかったので、蒼司朗も含めて寮ではよく一緒に食事したり勉強したりしている。

　テーブルにトレイを置き、空いている席に横並びで着席した蒼司朗たちを待ち構えるように、熊谷融は手にしていた箸はしを置く。

「蒼司朗くん、今日は『母さん助けて詐欺』を捕つかまえたんだってね！　お手て柄がらだね！」

「さすが、お庭番様！」

　熊谷融に続いて筧俊彦にも労ねぎらわれ、蒼司朗はびっくりする。

「いや、オレ一人で捕まえたわけじゃないよ。オレはちょっと手伝っただけだし。でも、どうして知ってるの？」

　詐欺師の逮たい捕ほに協力したのは、つい数時間前のことだ。まだラジオのニュースで流れてはいないし、新聞報道は明日の朝刊になる。蒼司朗に訊たずねられて、熊谷融と筧俊彦は斉藤正則に注目した。

「僕が帝都城公園の売店の人に聞いたんだ」

　ニュースソースは確かである。自じ慢まんするように、斉藤正則は胸むねを張った。




　中等部のころから清志朗と仲よくしている斉藤正則は、清志朗と一緒に何度も帝都城公園を歩いている。帝都城お抱かかえ庭師である望もち月づき造ぞう園えんの仕事を手伝って、幼おさないころから帝都城公園に出入りしている清志朗は、警備員や売店店員の公こう儀ぎ隠おん密みつによく可か愛わいがってもらった。清志朗と一緒にいた斉藤正則のことを、帝都城公園の関係者は、蒼司朗の大切な友達の一人だと思っている。

　従兄弟の清志朗は献けん身しん的てきに蒼司朗をサポートしてくれているが、蒼司朗にとって信頼できる協力者は、一人でも多いほうがいい。興味本位の野や次じ馬うまではなく、斉藤正則が本当に蒼司朗を陰かげからそっと支えてくれていることを、公儀隠密はちゃんと見て知っている。




「聞いた、って……」

　あっさり言い放たれて、蒼司朗は笑顔で固まる。

（そういうの、あり？）

　ちゃんと相手を選んでのことなのだが、公儀隠密が一般高校生相手に、今日の出来事をそんなペラペラと喋しやべってしまうなんて、蒼司朗は予想もしていなかった。

「何となくわかっちゃうんだよねぇ、蒼司朗くんが何かやったな？　って日は。それで、ばっちり聞いた。格かつ好こうよかったって！」

　えっへっへーと斉藤正則は笑う。蒼司朗と接しているうちに、帝都城公園全体の雰ふん囲い気きの違いで、斉藤正則には何かあったなとわかるようになってきた。




『今日も蒼司朗くん、がんばってますよね。蒼司朗くんのために僕にもできること、ありそうですか？』

　通りすがりの売店にちょっと立ち寄って、何か蒼司朗の力になれることはないかなと店員に訊ねれば、情報を共有している公儀隠密は、帝都神社での神官候補生としての修行関連以外なら、蒼司朗の行動について、たいていのことは教えてくれる。

　今日のように、犯人逮捕に協力した蒼司朗のことなら、斉藤正則に話してくれた公儀隠密も饒じよう舌ぜつになったことだろう。

　要よう領りようがよく抜け目がないが、誠実で気持ちの優しい少年である斉藤正則は、とても聞き上手だ。警けい戒かいされたり不快にさせたりせずに、近づいて人の話を聞きだせるのは、彼の人徳による。斉藤正則と同じことは、他の誰だれにもできない。




「斉藤くんなら、さっき蒼くんが言ってた、写真撮ってた人のこともきっと知ってるよ？」

「え？」

「ミギャ？」

　当然のように清志朗に言われて、蒼司朗は目を丸くする。晩ご飯をもらおうと、テーブルに下りたピヨ四神は、蒼司朗と周りの少年たちをきょろきょろと見つめる。

　熊谷融は首を傾かしげる。

「写真撮ってた人って？」

「あぁ、帝都神社の小此木様に取りあげられたっていう、蒼司朗くんの写真を撮ってた人たちのこと？」

　ただ『写真を撮っていた』と言っただけなのに、斉藤正則は今日小此木神官長が盗とう撮さつをしていた者たちから写真を取りあげたことを知っているらしい。

「あれは」

「いや待って待って！」

　教えてくれようとする斉藤正則を、顔を伏せた蒼司朗は、前に突きだした両手を振って止める。

「知ってても教えてくれなくていいから！」

　蒼司朗は警けい察さつ署しよで現像された写真を見ただけだが、フィルムごと取りあげられたと聞いている。カメラがどうなったとか、どんな注意（脅おどし？）をされたのか知ってしまうと、自分が関わったような気がしてしまうかもしれない。

　耳まで赤くなっている蒼司朗を見て、筧俊彦は苦笑する。

「そうだよね。誰だかわかって、もしも知ってる人だったら、気まずいよね」

「蒼司朗くんの知らない人だと思うよ？」

　さっくり言いきってしまう斉藤正則は、蒼司朗の交遊関係の情報も、どこからかゲットしているのだろう。

（知らない人だったら、まだいいけどさ……）

「ミギュ」

「キュウ」

「チュピピ」

「「（しゅー）」」

　何だかがっくりする蒼司朗を、ピヨ四神は前まえ肢あしタッチや鼻はな面づらフンフンしたりして、元気出せと励はげます。




「危険な人が蒼くんに近づくようだったら、その前に斉藤くんが通報してくれるから、心配いらないよ」

「うん、任せといて！」

　清志朗に言われた斉藤正則は自信たっぷりに答え、蒼司朗は虚うつろに笑う。

「……ありがとう」

　疲れた様子で箸を取る蒼司朗を、味み噌そ汁しるを飲んだ熊谷融は気きの毒どくそうに見つめる。

「帝都の有名人も、いろいろと大変だね」

「奥庭の四神様が守ってくれているけど、僕たちも蒼くんを助けていこうね」

　いただきますと手を合わせ、食事を始めた清志朗に続いて、ピヨ四神のために小皿にご飯を少し取り分けた蒼司朗も、食事を始める。




　高校生としても、偏へん差さ値ちが高い帝都学園高等部で成績を維い持じしていくのは簡単ではない。それに加え、帝都城奥庭のお庭番として恥はずかしくないように帝都神社で修行をし、帝都の行事に参加し、実家である望月造園の見習い庭師の修業もしている。

　蒼司朗は帝都学園高等部で一番多た忙ぼうな少年だ。修行や作業に無関係な人間に周りをうろちょろされ、煩わずらわしい思いをすることになるのは、蒼司朗にとっても計算外だろう。

　成長期真まっ只ただ中なかの少年に、心身共に過か剰じような負ふ担たんをかけるのは、いかがなものか。




　今晩のおかずである豚ぶた肉にくの生姜しようが焼やきを咀そ嚼しやくしながら、斉藤正則は視線を上に向けて考える。

「署名活動して、蒼司朗くんの擁よう護ご団体を発ほつ足そくしたほうがいいかな？」




「ぐっ！」

　とんでもない発言を聞いて、蒼司朗はご飯を喉のどに詰めそうになった。真っ先に気づいた清志朗が蒼司朗の背を叩たたき、ピヨ四神はびっくり顔で蒼司朗を見上げ、慌あわてて近づく。

「ミギャギャ！」

「キュウキュウ」

「ピピピピ」

「「（しゃー！）」」

　蒼司朗のトレイの横をうろちょろしているピヨ四神の姿は、清志朗たちには見えない。

　まだ手をつけていない飲みごろの温度になっている自分のお茶を、筧俊彦は胸を叩いている蒼司朗に急いで差しだす。

「蒼司朗くん、はい、お茶！」

「あ、りがと……！」

　蒼司朗は湯飲みを受け取って、ぐいっとお茶を飲んだ。落ちついたらしい蒼司朗を見てほっとしてから、熊谷融は斉藤正則へ苦笑する。

「斉藤くんが擁護団体なんて言うから、蒼司朗くんがびっくりしたじゃないか」

　もちろん、びっくりしたのは蒼司朗だけではない。うんうんと清志朗たちも頷く。だが、ふざけての発言ではなく、斉藤正則は大おお真ま面じ目めだ。

「冗じよう談だんなんかじゃないよ？　何か組そ織しきみたいなものがあったほうがいいんじゃないかって、思ったんだ。年齢的にも、蒼司朗くんは保ほ護ごされて当然だと思うし、蒼司朗くんがお世話をしている奥庭の四神様だって、僕たちができることで煩わせることはないだろ？」

　奥庭の四神様の加か護ごがあるから蒼司朗は大丈夫だとしても、そんな面倒など少ないほうがいいに決まっている。

（斉藤くんって、すごいこと考えるんだな）

「ミギュ？」

「キュウ」

「チュン」

「「（しゅー）」」

（ほら、ご飯食べて）

　皆みなが斉藤正則に注目したので、心配して近くに来たピヨ四神を撫なでて、蒼司朗は食事をするように促うながす。




「でもそういうことは、帝都神社の小此木神官長にお任せしていいんじゃないかな？」

　出しゃばるのはどうだろうかと、清志朗は思案するが、斉藤正則は口を尖とがらせる。

「現実に、行き届いてなかったから、うざったいのがうろちょろして、蒼司朗くんが困ってるんじゃないか。プレッシャーかけすぎたら、蒼司朗くんの身長伸びないよ」




　ガシャン☆！




（身長が伸びない……）

　衝しよう撃げき的てき発言に頭が真まっ白しろになった蒼司朗は、手に持ったばかりの箸と茶ちや碗わんを思わず落とした。




「そ、蒼くん！」

「ミギャギャギャギャ！」

「キュウキュウ」

「ピー！」

「「（しゃー！）」」

　清志朗はトレイに落ちて転がった茶碗と箸を慌てて拾い、動揺する蒼司朗の姿を見たピヨ四神がばたばたと群むらがる。

　ぺろっと斉藤正則が言ってしまった、身長がコンプレックスである蒼司朗にとっての最大のＮＧワードをなんとかしようと、筧俊彦と熊谷融は慌てる。

「大丈夫だよ！　蒼司朗くんはいつも牛乳飲んでるんだから！」

「斉藤くん、変なこと言わないでよ！」

「根こん拠きよのない発言でした！　撤てつ回かいしますっ！」

　テーブルに両手を突いて、がばっと斉藤正則は頭を下げた。

「────それくらい、斉藤くんは親身になって心配してくれてるってことだよ」

「……うん」

　フォローする清志朗から、蒼司朗は箸を受け取る。

「ミギュ？」

「キュウ～」

「チュン」

「「（しゅー）」」

（あー……、驚かせてゴメン）

　蒼司朗は箸でご飯をちょびっと摘つまんで、ピヨ四神に食べさせ、意識を食事に向けさせる。自分で食べるよりも、甘えて食べさせてもらうほうが好きなピヨ四神は、もぐもぐしながら蒼司朗を見上げる。




　自分が悪くしてしまったこの場の空気をどうしようかと、しっかり考えてから、斉藤正則は顔を上げる。

「そう言えばさ、今、帝都の水みず辺べで『空飛ぶカエル』が目もく撃げきされてるの、知ってる？」

　突然の話題転てん換かんに驚いたが、熊谷融と筧俊彦はそれに乗っかる。

「うん、知ってる」

「夜に見てる人がいるらしいよね」

「門限がなかったら、探しに行きたかったなぁ……！」

　残念がる斉藤正則の声を聞きながら、蒼司朗と清志朗は顔を見合わせる。




（空飛ぶカエルって……）

　スクープを狙ねらっている三橋慶けい一いちだけが知っている、極ごく秘ひ事じ項こうではまったくないようだ。
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　不ふ穏おんな気配は敏びん感かんに察知するが、そうではないものに関しては、細部にまで注意を払って帝都の警けい備びに当たっている者たちでも、スルーしてしまうことが多い。

　帝都民から『帝都の守しゆ護ご神しん』とまで呼ばれる四し神じんの戦士であっても、危険だと感じなければ、スルーしていることはある。

（何か、最近人が多くないか？）

　寮りようで支し度たくしてもらった晩ご飯を持って帝都城に向かっていた篠しの原はら勇ゆう輝きは、帝都城公園の来園者がこれまでよりも多い気がして、眉まゆを顰ひそめた。




　帝都城公園には、帝都城ホールや野外音楽堂などの集客施し設せつがあるので、観客が公演時間の前後に散さん策さくを楽しんだりして、来園者が増えることもある。だが今日は平日で、集客数の多い催もよおしは入っていない。それに、どうも来園者は普通の帝都民ばかりだ。

（犬の散歩、ジョギング……）

　学校や職場から帰宅した後、帝都城公園を訪おとずれているらしい格かつ好こうの者が、以前の二割増しであるような。

　そして、何より奇き妙みようなのは────。




「やぁ、勇輝クン。こんばんは」

　よそ見しながら遊歩道を歩いていた篠原勇輝は、向かいから歩いてきた者に声をかけられ、前を向く。

「ちぃーっす、蔵くら田たセンパイ」

　会え釈しやくした篠原勇輝に、蔵田実さね親ちかはにこりと微笑ほほえむ。

「これからお城かい？」

「そうっスね」

　篠原勇輝がこの時間に帝都城公園をうろついているならば、若様関連で帝都城への往おう復ふく途中だとわかる。この時間の蔵田実親は、帝都城内うち堀ぼりの物もの見み櫓やぐらで行っている『不ふ思し議ぎの色石』の調査の帰りだろう。いつもと変わらない様子なので、『不思議の色石』の調査は今日も進展ナシとわかる。

「……センパイ、なぁんか人が多くないっスか？」

「勇輝クンもそう思ったんだね。僕もさっきからそんな気がしてたんだよ。今日、別に何もないよね？」

「聞いてないっスよ」

　あちこちの掲けい示じ板ばんに貼はられているポスターに、特別な催しもののお知らせはなかったし、誰だれかがこっそり残した怪あやしいサインのようなものもなかった。

（呼ばれて集まってきた、っつー感じでもねぇんだよな）

（特別感のない人たちばかりだ）

　篠原勇輝と蔵田実親は、どうにも解げせない。

　ごくありふれた『日常』の風景のようなのだが、人が多い。そして────。




「……穢けがれてないっスよね？」

「そうなんだよ」

　人が多いと、人数に比例して持ちこまれる埃ほこりが増えるように、行き来する場所に撒まき散らされる『穢れ』も増える。それが普通だ。それなのに、穢れの量が少ない。

　蔵田実親は思案する。

「何というか……」

「『ウキウキ』とか『ワクワク』とか？」

「勇輝クン……」

　蔵田実親は中指で眼鏡めがねの位置を少し直し、口元を覆おおう。

「今の可か愛わいかったから、もう一回言って♡」

　ぐふふと笑えみ崩くずれている蔵田実親に見つめられ、篠原勇輝は耳まで赤くなる。

「ぜってー言わねー！」




　確かに常にガンを飛ばしているような、怖くて不良っぽい篠原勇輝には、ファンシー方面の浮かれた言葉は、可愛らしすぎる。似合わなさが面おも白しろくて思わず茶化してしまったが、蔵田実親が感じているのも、篠原勇輝が感じているものと同じだ。

　妙にハイテンションで、楽しげな気が溢あふれている。しかも日が暮くれてからのほうが、それをより強く感じる。




「……危険は『ない』っスよね」

　確認されて、腕組みをした蔵田実親は首を傾かしげる。

「何年か前にもこんな感じ、なかったかな？」

　まったく同じではないのだが、似たような雰ふん囲い気きを感じたことがあったような。




　同様のことは帝都神社の神官たちも感じていたが、どうにも判然としない。薄うすれて消えていってくれればいいと願っていたが、この雰囲気は日ごとに強くなっていく。

（放っておいてもよいのだろうか）

　鈴すず宮みや神官は一人憂うれえる。先輩神官たちが悠ゆう然ぜんと構えていて、誰も問題にしていないのだから、気にしなくていいことなのかもしれないが、どうにも気持ちが悪い。




　社しや務む所しよの売店で午後の店番をしていた鈴宮神官は、執しつ務む室しつで使う文具の補ほ充じゆうに訪れた津つ本もと神官の姿を見つけ、耐たえきれずに声をかけた。

「すみません、日が暮れてからのことなんですが、最近周囲がどうも落ちつかないような気がするのですけれど、どうしてだかわかりますか？」

　津本神官は、帝都神社の神官で一番情報収集能力が高い。調べてもわからないことでも、津本神官に聞けば解決する。鈴宮神官から信頼に満ちた視線を向けられた津本神官は、記入を終えた消しよう耗もう品ひん申しん請せい書しよを提出箱に置きながら、小さく溜ため息いきをついた。

「やっぱり鈴宮神官も感じていましたか。暗くなる時分から、何だかそわそわというか、浮かれたような妙な雰囲気ですよね。以前にも、同じようなことを感じたと思うのですが、どうも思い出せなくて」

　危機感を煽あおられているわけではないので、火か急きゆうに調査してどうにかしなければという気になれないのだが、はっきりしないのは気持ちが悪い。

　津本神官は首を傾げている。しかし、鈴宮神官には思い当たるところがない。

「以前にも同じようなことを、ですか？」

「それほど昔ではないはずなんですが。何でしたっけ？」

「いえ、わたしにはさっぱり。お役に立てなくてすみません」

「あぁ、いえいえ」

　鈴宮神官は恐きよう縮しゆくして小さくなるが、彼が悪いわけではない。

「面と向かって質問されたのは鈴宮神官が初めてですが、行く先々でもの言いたげな目で見られるので、そろそろ何とかしなければいけないと考えていました。しかし……」

　調査を行うのは、ものものしいような。




「そんなの、知ってそうな人に聞けばいいんですよ」

　小お此この木ぎ神官長が社務所に機き嫌げんよく入ってきた。

「鈴宮くん、お茶くださーい」

「は、はい、ただいま！」

　鈴宮神官は奥の応接室に入っていく小此木神官長のため、急いでお茶の支度に向かう。

「小此木神官長、お部屋で書類整理の仕事をなさっていたはずでは？」

「えぇ、してましたよ。一区切りついたので、休きゆう憩けい休憩。少し遅くなりましたが、おやつの時間ですよ～」

　飄ひよう々ひようと答えてソファに腰こしを下ろす小此木神官長を追いかけて、津本神官も応接室に入る。

　利用者がいないときの応接室は、扉とびらが開けられていて、汚よごさなければ自由に使っていい。

　小此木神官長の手にあるものに気づいた津本神官は、神経質そうな仕草で銀ぎん縁ぶち眼鏡を直す。

「お持ちになっておられるのは、本日限定販売の春日かすが屋やの竹たけ筒づつ羊よう羹かん・涼りようのようですが」




　春日屋の夏限定商品である竹筒羊羹は、厳げん選せん素そ材ざいを使っているため週に一度しか販売されない。午前中、開店前に整理券がなくなったと参さん拝ぱい客きやくが愚ぐ痴ちっていた、激レアものの菓か子しだ。

　この商品を持っているということは、かなり早い時間に店へ出向いて整理券を入手し、買い物をしてきたことになる。整理券を無事に入手してから開店を待ち、買い物をしたとするならば、帝都神社とを一時間以内で往復はできない。

　長時間の外出はバレやすく、監かん視しが厳きびしくなるので小此木神官長は効こう率りつのいい買い食いはどうあるべきかと、日々画かく策さくしているはずなのだが。

（二回も外出された？）

　短時間の外出なら、留る守すに気づかないこともあるかもしれないが、一日に二回もの無断外出を許してしまうとは、とんでもない失しつ態たいだ。監視を強化しなくてはならない。




　津本神官から鋭するどく指し摘てきされ、小此木神官長は嬉うれしそうに微笑む。

「先ほど、仕事中に差し入れをくださった、親切な方がいたんですよ～」




（……円まる山やま様が参拝に来られていましたね）

　社務所へ来る前に参道でちらりと姿を見た、警けい護ご付きの老ろう紳しん士しのことを津本神官は思い出す。

　帝てい都と日につ報ぽうの社主・円山慎しん之の助すけは、先月、帝都銀行本店での銀行強ごう盗とう事件で人ひと質じちになり、心しん臓ぞう発ほつ作さを起こしかけていたところを、奥庭の四神様の加か護ごで助けられていた。

　円山慎之助ならば、一声かければ、簡単に何人もの人間が動く。伝つてや人海戦術を駆く使しすれば、入手困こん難なんな菓子であっても手て土産みやげにするのは造ぞう作さもないだろう。




「いやー、たまには真ま面じ目めに仕事するもんですねぇ」

「いつも真面目に仕事してください！」

「えぇ、本当に……！」

　津本神官に賛さん同どうして、鈴宮神官は小此木神官長と津本神官にお茶を出す。

「あの、それで『知ってそうな人に聞けばいい』とは、どういうことでしょう？」

　鈴宮神官に言われて、津本神官は小此木神官長がそんなことを言いながら入ってきたのだと思い出し、顔色を変えて小此木神官長の近くのソファに腰を下ろした。

　小此木神官長は手っとり早い解決策を提示してくれたが、訊たずねる相手がわからなければどうにもならない。

「まんまですよー」

　にこっと微笑んだ小此木神官長は、右手の人指し指を一本立てた。

　何だろうと、思わず注目してしまった津本神官と鈴宮神官の前で、小此木神官長は何もない空間に落書きするように、くるくると指を動かした。

　テーブル越しに少し身を乗りだした津本神官は銀縁眼鏡の蝶ちよう番つがいのところを支えながら、小此木神官長の指先に生じたものを凝ぎよう視しする。

「何ですか？　それ」

「式ですよ」

　笑顔のまま左手で湯飲みを取り、小此木神官長は答える。




　式とは『式神』のことで、霊れい力りよくで形を作って離れた場所にいる相手へ言葉を伝える道具だ。

　通常は白い紙に伝えたいことを記しるして、それを小鳥に変えて飛ばす。霊力が高ければ、紙も必要としないし、ほんの数秒で数キロ離れた場所にいる相手まで、式を飛ばすことができる。




（式って……）

（こんな式なんて）

　津本神官と鈴宮神官は顔を引きつらせる。こんな落書きモドキはただの霊力の無む駄だ遣づかいで、およそ役に立つ代しろ物ものではない。




　鳥型というにはあまりにも不ぶ細さい工くな式は、ついと小此木神官長が右手で立てていた指を動かした瞬しゆん間かん、光って消えた。




　真剣に見つめていた鈴宮神官は、すました顔でお茶を飲んでいる小此木神官長へ、むっとする。

「ふざけないでください……！」

「いえ、おふざけではありませんよ。小此木神官長の式は、どこかに飛んで行きました」

「え？」

　鈴宮神官には消えたとしか認にん識しきできなかったが、津本神官にはあの不細工な式が光の速さで社務所の外に飛んでいったのが見えた。

　徒いたずらに作られた式は発動しないものだが、小此木神官長ほど無む駄だに能力の高い人物になると、雑ざつであっても式として成立してしまう。

「し、失礼しました……！」

　自分の能力が及ばないせいで、無礼なことを言ってしまった鈴宮神官は、お茶を飲んでいる小此木神官長に慌あわてて頭を下げた。

「見えなかったんでしょう？　仕方ないですよ」

　寛かん大だいな笑みで鈴宮神官の謝罪を受け入れ、ゆっくりと味わってお茶を飲む小此木神官長は、細かい説明をする気はまったくなさそうだ。

　津本神官は小此木神官長への質問を諦あきらめて、お茶を飲む。

（あんなもので、いったい誰だれに連絡を取ろうというのだろう）

　相手のところには確実に飛んでいくだろうが、とことん雑に作られていた式だったので、何かを伝えられるのか、いやそれよりもちゃんと相手が受け取れるのかすら怪しい。

　帝都神社で一番若いが、優秀な鈴宮神官ですら、飛んでいくところが見えなかったような式だ。相手のもとに行っても、式が送られたことに気づかないかもしれない。




「津本くんと鈴宮くんも、一緒にどうです？」

　にこにこと機嫌よく小此木神官長は、春日屋の袋を開ける。かの入手困こん難なんな水羊羹を食べないかと誘われて、津本神官と鈴宮神官は仰ぎよう天てんした。

「とんでもない！　いただけません！」

「奥庭の四神様にお供そなえしてください！」

「そう、ですか？」

　力いっぱい拒きよ否ひされて、その勢いに小此木神官長は圧倒される。

「奥庭の四神様にはもちろんお供えさせていただきますけど、たくさんありますから、遠えん慮りよしなくていいですよ」

「水羊羹なら、ここでも販売してます」

「すぐに持ってまいります、津本神官」

　鈴宮神官は津本神官のお茶ちや請うけにするため、水羊羹を取りに行く。小此木神官長がおやつ休憩しようとしているのに、一緒にいる津本神官がお茶だけでは、春日屋の竹筒羊羹を食べにくい。




　帝都神社の清し水みずを使った水羊羹は、夏の菓子の中でも人気商品のひとつだ。帝都神社の菓子はお清きよめ効果があるので、休憩所で食べるだけでなく、土産物としてもよく購こう入にゆうされている。




　鈴宮神官が津本神官の水羊羹を持って応接室へ向かおうとしていたところに、公こう儀ぎ隠おん密みつ候こう補ほ生せいの柳生やぎゆう藤ふじ丸まるが来た。

「こんにちはー」

　社務所の奥に柳生藤丸がずかずかと入っていくのを見て、鈴宮神官は慌てる。

「藤丸さん！　そちらは……！」

　小此木神官長のお茶休憩の妨さまたげになってはいけないと、急いで鈴宮神官は追いかけたが、柳生藤丸は歩くのが速かった。

「失礼しますー」

（あぁっ……）

　止める間もなく柳生藤丸が応接室に入室し、鈴宮神官はがっくり肩かたを落とす。




　小此木神官長は、にっこり微笑んで柳生藤丸を迎えた。

「やぁ、早かったですね」

「お誘いありがとうございます。おやついただきに来ちゃいました。うわ、春日屋の竹筒羊羹じゃないですか！　すげー！」

　目を輝かがやかせて、柳生藤丸は空いている場所に遠慮なく腰を下ろす。

「今年初物です。よく手に入りましたね。さすが小此木様だなぁ」

「ふふ、いいでしょう～。情報料ですよ。鈴宮くん、藤丸くんにもお茶をお願いしますね」

「はい、ただいま……！」

　小此木神官長に言われて、鈴宮神官は津本神官の前に水羊羹を置き、予よ備びとして運んでいた湯飲みにお茶を注そそいで柳生藤丸の前に置く。




　情報料ということは。

（さっきの式は、藤丸くんに送られたものだったのか）

　津本神官は柳生藤丸に注目する。

　あの落書きモドキの式なら、一見して緊きん急きゆう事じ態たいでないとわかるが、急ぎの招しよう集しゆうだとは伝わる。

　真面目な柳生蘭らん丸まる向けではないふざけたものでも、ちょっとチャラチャラしたところのある藤丸なら、ちょうどいい砕くだけ具ぐ合あいだ。公儀隠密候補生として有能な柳生藤丸なら、あんな式でもちゃんと受け取れる。




「で、知りたいことって何ですか？」

　軽けい薄はくな今どきの若者っぽい見かけとはギャップのある綺き麗れいな仕草で、柳生藤丸は添えつけの小さな錐きりを使って竹筒羊羹の竹に手て際ぎわよく穴を空け、笹ささの葉の上に中身を出した。つるつるぷるんの水羊羹は、さすがの極ごく上じよう品ひんだ。

　小此木神官長に視線を送られ、津本神官は神妙な顔で柳生藤丸に訊ねる。

「このところ日が暮れてから、周りの雰囲気がどうにも浮かれているように感じるのですが、どうしてだかわかりますか？」

「あぁ、あれっスか」

　あんな式で社務所まで呼びつけて、いったいどんなことを訊ねられるのだろうと、内心緊きん張ちようしていた柳生藤丸は悪戯っ子の顔で笑った。

「空飛ぶカエルを狙ねらってるんですよ」

「は!?」

　空飛ぶカエル!?

　津本神官と鈴宮神官は目を丸くし、聞きだした珍ちん妙みようなモノに、くすくすと小此木神官長は笑った。
















「そんなことじゃないかと思ってたんですよ」

　数年前のツチノコ騒そう動どうのときと、とても酷こく似じした雰囲気だった。今度はカエルらしい。

　津本神官もツチノコ騒動のことを思い出し、あれと似ていたのかと渋しぶい顔になった。鈴宮神官はそのときはまだ帝都にいなかったので、思い当たらなくて当然だ。




「神社関係はハブられましたよね」

　黒くろ文も字じで一口大に切り分けた竹筒羊羹を美お味いしくいただいて、柳生藤丸は肩を竦すくめる。

　帝都を守るという点では同じだが、公儀隠密と神社方ではいくらかお役目が違う。神社方に聞こえてこない情報を網もう羅らしていても、伝えたくないと帝都民が切望していることなら、公儀隠密は自分たちからわざわざ知らせることはしない。常に神社方の味方だというわけではない。

　聞かれたならば、伝わらなかった事情も含めて、隠かくすことはしないが。




『空飛ぶカエル』の噂うわさがまったく聞こえてこなかったのは、何か悪い魔ま物ものかもしれないと社しや寺じ関連の者たちが成せい敗ばいに乗りだすのを、帝都民が面倒に思ったからだ。

　悪さもしないうちから、いるかいないかもわからない謎なぞの生物を禁じられてしまうのはつまらない。




　津本神官は呆ぼう然ぜんとする。

「……ハブられた……」

　帝都をあげての、総スカン。

　鈴宮神官は自分の耳を疑う。

（まさか、そんなことがあるなんて）

（知らなかったのは、我々だけ、なのか）

　何日も悶もん々もんとしていたというのに────。




　応接室前の廊ろう下かを通りかかった人影に気づき、小此木神官長は声をかける。

「蒼そう司し朗ろうくーん、君、今帝都で噂になってる謎の生物のこと、知ってますかー？」




　奥庭の作業のため、沐もく浴よくして神官装しよう束ぞくに着替えてきた蒼司朗は、扉は開いたままだが、応接室の中には何人かいて話をしているようなので、邪じや魔ましないようにさっと通りすぎようとしていた足を止め、返事をする。

「空飛ぶカエルのことですか？」




　迷いなく答えた蒼司朗の声を聞き、津本神官と鈴宮神官はがっくりとうなだれた。

　修行途中の神官候補生で、もっとも感覚が鈍にぶいだろう少年が、帝都神社の先輩神官の誰も知らないことに通じていたとは、思いもよらなかった。
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　できればそっとしておいてほしいと帝都民から願われているのなら、帝都神社の神官は出しゃばるわけにはいかない。少なくとも、今のところ危険は報告されていないのだ。

「空飛ぶカエル……」

　虚むなしい気分で、津つ本もと神官は集めた情報を整理する。

（そう言えば、子供のころに人じん面めん犬けんとか口くち裂さけ女とか、妙みようなモノがいるって噂うわさが広がったことがあったっけ）

　この手の不ぶ気き味みな存在の噂は、数年サイクルで流る布ふするようだ。

　子供が怯おびえて社会現象になることもあるが、大たい抵ていの場合は襲おそわれたなどの実害はなく、しばらくして鎮ちん静せい化かする。




　得え体たいが知れなかったので、不可解だったウキウキワクワク感だが、原因がわかってしまえば何ということもない。怖いもの見たさと宝探しが融ゆう合ごうしたようなもの、だろうか。

（一いつ過か性せいのブームでしょうね）

　数年前に帝都民皆みなが大おお騒さわぎしたツチノコは、何人かが目もく撃げきしたと言っていたが、結局誰だれも捕つかまえることはできなかった。

　今度も同じようなことになるのではないだろうか。これといった成果がなく、帝都民の関心が他に移ったり、飽あきられてしまえばブームは終わる。




「最初に目撃されたのは、一週間前の十九時半、帝都城公園外そと堀ぼりに沿って犬の散歩をしていた男性。そして次がその二日後、二十時、帝都城下をジョギング中の中学生男子……」

　共通しているのは、水に近い場所ということだ。カエルなら、そうだろう。

　ツチノコのときと比くらべれば、目撃情報が多い。だが。

（見間違いではないのか？）

　他のカエルよりも、少しばかり高くジャンプできる親から生まれたものだとか。空飛ぶ、というところが、どうにも胡う散さんくさい。

（跳とぶ、だ。カエルなんだから）

　緊きん迫ぱく感かんに欠けるのは、カエルが牙きばなどで人を襲う生物ではないからだろう。騒そう々ぞうしく探し回ったなら、逃にげてしまう。どこに隠かくれているだろうかと、そっと様子を探さぐるしかない。捕ほ獲かくするなら、捕ほ虫ちゆう網あみか袋、ハンカチでもいけそうだ。

　カエルのなかには、毒どくを持つものもいるが、針で注入するのではなく、浴あびせかけるパターンだ。毒が目に入れば大変だが、接近しすぎなければ大丈夫だ。

　飛びかかってきたり、嚙かみついたりするかもしれないと思われるツチノコよりは、格段に危険性が低い。




　ハブられていて情報が入ってこなかったことにかなりの衝しよう撃げきを受けていた津本神官に気を遣つかって（哀あわれんで？）か、『空飛ぶカエル』の騒動が収まるまでの期間限定だろうが、あれから柳生やぎゆう藤ふじ丸まるは津本神官の執しつ務む室しつにちょくちょく顔を出すようになっていた。

「ちはー」

「こんにちは、藤丸くん。何か変わったことはありましたか？」

　一般帝都民を装よそおって、公こう儀ぎ隠おん密みつ候こう補ほ生せいたちも帝都の巡じゆん回かいを行っている。制服着用の警けい察さつ官かんのように警けい戒かいされず、担当地区の決まっている公儀隠密よりも自由に動ける公儀隠密候補生は、帝都民視線で帝都を観かん察さつしている。

「そうっスねぇ、前よりちょっとばかり帝都の夜が喧やかましくなったな、ってとこでしょうか」

　夜間の外出が多くなると犯罪比ひ率りつも上がるのが常だが、帝都城下に限ってしまえば、巡回している警官や公儀隠密の数も少なくはないので、犯罪件数が増えるということはない。

　人が顔を合わせる機会が増えることで、喧けん嘩かなどのゴタゴタが生じやすかったり、大声での会話が近所迷めい惑わくになって通報が増えているぐらいか。

「ちょっと注意すれば静かになるんで、目くじら立てるようなことじゃないですけどね」

「君たち、脅おどしてないですか？」

「ハハ、まっさかー！」

　にこやかに訊たずねた津本神官を、柳生藤丸は快かい活かつに笑い飛ばした。

「そんなことしてたら、俺ら親おや父じや祖じ父いさんにボコられますって！」

「やぁ、そうだね。失敬」

（まったく自覚はないようだけど、十分怖いよ、君）

　不良ではないが、柳生藤丸は見た目がっつり不良で遊び人だ。気の弱い者なら声をかけられただけで逃げたくなるし、たむろっている場所は避さけて通りたい。

「カエル探すには、あんま騒がないのがいいって、皆わかってるんですよ」




　大騒ぎすれば治安に問題が生じて禁じられるというのを、帝都民は数年前のツチノコ騒動のときに学んでいた。だから表面上は普段どおりにしながら、夜間の外出時間を増やして、帝都民は空飛ぶカエルの探たん索さくに勤いそしんでいる。




「巡回してる警官や俺らに、目をつけられるような行動も、控ひかえてるみたいですし」




　帝都民が危険な行動を取っていれば、巡回中の警官や公儀隠密が声をかける。その頻ひん度どが高いようならば、正式に禁止事じ項こうとなってしまう。怪け我が人にんや被害者が出ないかぎり、帝都民が行動を規き制せいされることはない。




「空飛ぶカエルというのが、突然変異や奇形で生まれたカエルだったなら、そのうちに捕まえる人が出てくるかもしれませんね」

「公儀隠密候補生じゃなかったら、今度こそ俺が捕まえたかったですよ」

　ツチノコを探して帝都中の竹たけ藪やぶを走り回ったことを懐なつかしく思い出し、柳生藤丸は幼おさない表情で笑った。執務室から手を振って退出する柳生藤丸に、津本神官は鼻に絆ばん創そう膏こうを貼はった悪ガキの姿が重なって見えた気がした。




　噂話には、日にちが経たつにつれて尾おひれがつくものだ。帝都を賑にぎわせている空飛ぶカエルの噂にも、変化が出はじめた。

「すごい鳴き声をあげるらしいよ」

「見つけて捕まえようとした男の人が、嚙まれたんだって」

「猫ねこぐらいの大きさのを見たって人がいるよ」

　噓うそではないと強固に主張する者が現れ、具体的な証しよう言げんも加わっていくとなれば、単なる尾ひれとは思えなくなってくる。




「────きなくさくなってきましたね」

　小お此この木ぎ神官長へお茶を運んだ鈴すず宮みや神官は、驚いて周りを見回す。

「何か臭においますか？」

　どこから異い臭しゆうがしているのだろうと、眉まゆを顰ひそめている鈴宮神官へ、違う違うと小此木神官長は小さく手を振る。

「放置プレイも、そろそろ終わりかなと思っただけですよ」

「はい？」

　きょとんとする鈴宮神官に、小此木神官長はにっこりと微笑ほほえむ。

　空飛ぶカエルなどという奇き天て烈れつな生物の噂が、誰かの見間違いか、ちょっとした突然変異であれば、時間の経過によって忘れられていったはずだ。

　だが、今回はどうもそうではないらしい。

（最近頻ひん繁ぱんに出しゆつ没ぼつしている『幻げん獣じゆう』でなければいいなと、願ってるのですけどね）




　日ひ暮ぐれてからの帝都城公園の来園者は、確実に増えているが、だからといって騒々しくなったわけではない。

　奥庭の作業を終え、着替えて寮りように帰るために帝都神社の社しや務む所しよへ向かっていた蒼そう司し朗ろうは、むーんと口を尖とがらせて考える。

「ある意味、変な感じだな」

「ミギュ？」

　振り落とされないよう、走っている蒼司朗にしっかりとくっついているピヨ四し神じんには、不ふ穏おんなものを感じている様子はない。

（こいつらがいつもどおりだから、危険はないんだろうけど）

　日が経つにつれて、ウキウキした浮うわついた感じは少なくなった。怖いもの見たさと、面倒なのは嫌いやだなというのが、ごちゃ混ぜになっている感じだ。どこかの雰ふん囲い気きと似ている気がして、蒼司朗は記き憶おくを探る。

（あ、お化ばけ屋や敷しきだ）

　このあたりから何か出てきそうだと、身構えながら先に進む、あれ。




「キィキキキィイイイイイッ！」




　突然聞こえた音に、ぎょっとして蒼司朗は足を止める。

「ミッ！」

「キュ！」

「ピ！」

「「（しゃー！）」」

　音に驚いたピヨ四神が、ぎゅっと蒼司朗にしがみついた。

　何かが接近していたり、危険なものが迫せまっていたりしたなら、いつも真っ先にチビ朱す雀ざくがそれを察知して警告を発していた。だが距離が離れているところからの予期しない音は、チビ朱雀にも察知できない。

　チビ朱雀の警告は蒼司朗が五感や雰囲気で察知するより、いつも僅わずかに早いので、蒼司朗が何かに驚くというのは最近滅めつ多たになくなっていた。

（蟲むし!?）

　反はん射しや的てきに枝えだ打うち斧おのを握にぎって身構えたものの、何かが移動してこちらに向かってくるような感じはない。そしてあんなに大きな声で哭なく蟲だったなら、かなりの大きさだし、それ相応の穢けがれを盛せい大だいに撒まき散らしているだろう。真っ先にピヨ四神が反応していたはずだ。穢れもないので、蟲ではない。

（あー、びっくりした）

　驚いたので蒼司朗は心しん臓ぞうバクバクだが、音は遠くから聞こえた。枝打ち斧を握って油断なく周りの様子を窺うかがいながら、蒼司朗は音のしたほうへと視線を向ける。

　近くの遊歩道にいた来園者たちも、驚いたらしく、足を止めて音が聞こえてきたほうを振り向いている。

「大丈夫、怖くないよ」

　音に怯えてぷるぷるしているピヨ四神を、蒼司朗は優しく撫なでて宥なだめる。

（何の音だったんだろう？）

　黒板やガラスを爪つめで引ひっ搔かいたときのような、不快な音。そんな音を立てるものが、帝都城公園にあっただろうか。

　そう言えば、噂の『空飛ぶカエル』が『すごい鳴き声をあげる』らしい。

（ひょっとして……）




「すみませーん！　さっきの音、何の音だかご存じですか？」

　蒼司朗は一番近くにいた来園者、ジョギングしていただろうトレーニングウェア姿の男性のところに駆かけ寄って訊ねた。

「あぁ、望もち月づき様、こんばんは。さっきの音、びっくりしましたよね」

　神官装しよう束ぞくで枝打ち斧を持っている小こ柄がらな少年が帝都城奥庭のお庭番・望月蒼司朗であることを、帝都城公園でのジョギングを日課にしている男性は毎日のように見かけていて、よく知っていた。

「たぶん、例のカエルの声じゃないですか？」

「あー、やっぱりそうなんですね」

　違っていればいいと蒼司朗は思っていたのだが、そうはいかなかったようだ。

「あの声に驚いて、お堀ほりに落ちそうになった人もいるみたいですよ」

　耳みみ障ざわりだし、突然聞こえると度ど肝ぎもを抜かれるので、男性はこのごろ、お堀や池の近くを走るのは避さけているらしい。




　帝都神社へ戻る途中に見かけた他の来園者にも、蒼司朗は声をかけて確認してみたが、やはりあの声は『空飛ぶカエル』の鳴き声だった。

　甘ったれになって、ぎゅっとしがみついたままのピヨ四神を宥めながら、蒼司朗は小此木神官長の執務室に向かう。

「帝都城公園にいる『空飛ぶカエル』を捕まえて、何とかしないと駄だ目めです。奥庭の四神様が、鳴き声でびっくりしちゃって」

　ある意味、蒼司朗を気に入って追いかけ回している迷めい惑わくな外国人留学生と同じレベルだ。絶大なる加か護ごの力はまったく損そこなわれていなくても、ぴよぴよの赤ちゃん動物となっている奥庭の四神様は、大きな音を怖がる。

「……ミゴ」

「キュウ……」

「ピー……」

「「（しゅー）」」

　ほら、ここは大丈夫だから出ておいでと蒼司朗が促うながしても、ピヨ四神は細い声で元気なく鳴いて、少し顔を覗のぞかせるだけだ。

「おやおや」

　困ったなと小此木神官長は考える。

　ちびっちゃい生き物が小柄な蒼司朗にべったり甘えている姿は可か愛わいいが、帝都城と帝みかど一族の守しゆ護ご神しんがこの有り様ではいけない。

「鳴き声が耳障りだという苦情は、入ってきていました。明日から調査を始めて、然しかるべき対処をしましょう」

「すみません、お願いします」

　よしよしとピヨ四神を撫でながら、小此木神官長が迅じん速そくな対応をしてくれることに、蒼司朗はほっとする。




　詳くわしいことは明日伝えられるが、『空飛ぶカエル』が夜に出しゆつ没ぼつするらしいので、夜の作業になることは確実だ。

（また、清きよちゃんに迷惑かけちゃうかな）

　色々とフォローしてもらえるのは助かるのだが、清志朗には学校での役員の仕事もある。とにかく、こういうことになったからと、話をしておかなくてはならない。




　神官装束から制服に着替えて、蒼司朗は帝都学園高等部の寮に戻る。

「ピ」

　寮の玄げん関かんで靴くつを履はき替えていた蒼司朗の頭の上で、チビ朱雀が鳴いた。

「？　何？」

　こんな場所でチビ朱雀が鳴くなんて、どうしたのだろう。外出用の靴から上うわ履ばきに履き替え立ち尽つくしていた蒼司朗を、食堂に向かう途中の高たか橋はし博ひろ貴きが見つけた。

「あ、蒼司朗くん。清きよ志し朗ろうなら、まだ帰ってないよ」

　去年同じ組だった高橋博貴は、帝都西地区の帝都っ子で、小学校からずっと、清志朗と同じ学校に進学している友人の一人だ。

「え？　そうなんだ？」

　夕食の時間までに清志朗が寮に帰っていないなんて、これまでになかった。さっき鳴いたチビ朱雀は、清志朗が帰っていないことを、蒼司朗に教えてくれたようだ。

「今日、帝都南公園で作業してたのを、ちらっと見かけたんだけど、何か、おじさんにすっごく叱しかられてたみたいだよ」

「清ちゃんが？」

（すっごく叱られてたって……）

　蒼司朗は驚く。伯お父じの左さ近こんは、望もち月づき造ぞう園えんの庭師にとっては大きな声で怒ど鳴なる怖い親方だが、清志朗は優しくて皆から信頼されていて、何でもよくできる優等生で、大人おとなの言うことをよく聞くいい子だ。

　場所をわきまえて、悪ふざけをしたり、騒々しくするようなことなんてない。作業場所で清志朗が叱られている姿なんて、蒼司朗は想像もできない。

　呆ぼう然ぜんとしている蒼司朗を見て、高橋博貴は笑う。

「清志朗でも失敗することぐらいあるって！」

　仕事をサボって遊び歩いたり、雑な作業をするような少年ではないのだから、清志朗が叱られるとすれば、何か大ポカをやらかしたときぐらいだろう。

「それは、そう、だけど……」

　自分がよほど間抜け面づらをしていたのだろうとわかって、笑われた蒼司朗はちょっと視線を横に向ける。




「ピ」

　蒼司朗の頭の上のチビ朱雀が鳴いた。




「────それじゃあ、坊ぼつちゃん」

「すみません」




　小さく外から聞こえた声に、蒼司朗は振り向く。

「清ちゃん、池いけ波なみさん」

　上履きに履き替えてしまったので、玄関を出ることなく扉とびらを開いて、蒼司朗は外へ身を乗りだす。

　帰ってきた清志朗の姿を見て、蒼司朗と立ち話をしていた高橋博貴は食堂に向かった。

　門の前にいた池波は、寮の玄関の扉を開いた蒼司朗に気づき、にこっと笑って大きく手を振った。

　清志朗はお辞じ儀ぎをして、望月造園に帰っていく池波を見送る。どうやら池波は、買い物ついでの外出を装よそおって、清志朗を寮まで送ってきてくれたらしい。




　玄関に入ってきた清志朗は、蒼司朗に微笑む。

「蒼くん、お帰り」

「清ちゃんも、お帰り」

「ごめんね、遅くなった」

　いつもどおりにしようとしているが、清志朗の表情は晴れない。

「清ちゃん、伯父さんに叱られたんだって？」

「あぁ、うん……」

　さっき玄関前の廊ろう下かにいる姿が見えたし、清志朗は帝都南公園にいたときに高橋博貴の姿を見かけていたので、彼から知ったのだろうと推すい測そくする。

「任されていた改良材を間違えたんだ」

「うわー……」

　これをやっちゃったかと、蒼司朗は渋しぶい顔になる。




　土ど壌じようの改良は、そこに植えられている植物の生育に大きく関わる。改良材を間違えればその一いつ帯たいの植物を枯からしてしまいかねないので、しっかりしろと叱られても当然だ。

（清ちゃんは伯父さんの跡を継いで、望月造園の親方になるんだもん。伯父さんが厳きびしくても仕方ないよ）

　親方になれば多くの庭師をまとめ、作業を把は握あくして仕事を進めていかなくてはならない。清志朗はまだ見習いであっても、将来のためにその技量を求められてしまう。視野を広く持たなければならないと、他の庭師よりも、厳しく指し導どうされるだろう。

　清志朗は普段、失敗しない子であるだけに、失敗に対する落ちこみも大きい。かなりきつく叱られたので、心配した池波が清志朗を帝都学園高等部の寮まで送ってくれたのだ。望月造園で住み込みで仕事をしている、一番若い庭師の池波は、清志朗や蒼司朗を可愛がってくれる、気のいい兄あに貴き的てき存在だ。




（二人で仕事してたら、オレも一緒に叱られたのに）

　今日は大学で受ける授業や、神官修行の兼かねあいもあって、蒼司朗は望月造園での作業に参加できなかった。蒼司朗も望月造園の作業をしていたなら、失敗は二人でしていたかもしれないし、蒼司朗が気づいて正しい形にして、叱られないですんだかもしれない。

（ごめんね、清ちゃん）




　今回はできなかったけれど、一緒にがんばろうと、蒼司朗は清志朗を励はげます。

「次は失敗しないよう、気をつけようね」

　清志朗なら、同じ失敗を繰くり返すような真ま似ねはしない。

「うん。ちょっと作業に慣れてきて、いい加減になってたんだ」

　気弱に言った清志朗の言葉を聞いて、蒼司朗は頰ほおを膨ふくらませる。

「清ちゃんはいい加減なんかじゃないよ……！」

　蒼司朗から寄せられる信頼が、今の清志朗には痛い。
















（現に失敗してる）

　何度も作業予定書を見ていたはずなのに、どうして失敗してしまったのか、あれでいいと思いこんでしまったのか、清志朗にはよくわからない。先輩庭師に指し摘てきされ、間違っていたことに気づいて、愕がく然ぜんとした。

「うっかりすることぐらい、清ちゃんにだってある。オレなんかより、ずっとしっかりしてるけどさ。何人かで確認するって、ホント大事だね」

「そうだね」

　間違いがないよう、望月造園では作業を始める前に、すべてのものは複数人数で確認される。事なきを得たのだから、問題はないはずだ。

「着替えて晩ご飯、食べに行こ、清ちゃん」

「うん」

　少し元気になった清志朗は、上履きに履き替える。

「ミギュ」

「キュウ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

「ん？　やっと元気出てきた？　ご飯食べたら、もっと元気になるよ」

　晩ご飯という言葉に反応したピヨ四神を、蒼司朗は優しく撫でる。

「奥庭の四神様、どうかしたの？」

　元気がなかったのは自分だけではなかったらしいと、清志朗は四神様のいるだろう場所に目をやる。

「奥庭から帝都神社に戻る途中で、大きな音にびっくりしちゃってさ」




　向かいから来た三年生の三み原はら哲てつ治じが、部屋に向かう蒼司朗と清志朗に気づいて声をかけた。

「蒼司朗くん！　今月末、うちの本店の庭も望月造園にお願いしてるんだよ。お祖父ちゃんが、奥庭のお庭番様の仕事が見たいって言ってさ」

「オレ、望月造園じゃ雑用ですよ。それに、先輩のお祖父さん、大きいもの好きでしょう？」

　見るに値あたいしないのではないかと、蒼司朗は笑う。──でも。




（蒼くんが帝都城奥庭のお庭番だったことは、この先もずっと、事実として残っていく）

　就しゆう任にんの事情はどうであれ、努力家である蒼司朗は、誰もに認められるような仕事をなし遂とげるだろう。庭師の経けい歴れきとして、これほど輝かがやかしいものはない。

　蒼司朗がいるならば、たとえ帝都城お抱かかえ庭師という肩書がなくなったとしても、きっと望月造園は安あん泰たいだ。
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　翌よく日じつの夕方となり、帝都神社と四し神じん神社の神官による『空飛ぶカエル対たい策さく』への集合にあたって、蒼そう司し朗ろうたちは帝都神社へ学校の制服着用で来るようにとの連絡を受けた。大学生の芙ふ蓉よう薫かおる子こと蔵くら田た実さね親ちかに制服はないので、通学服だ。

　今回、未み成せい年ねんの蒼司朗たちは、他の神官とは別行動だ。




「蒼司朗くんと四神の戦士の皆みなさんには、帝都城の堀ほり周辺の調査をお願いします。後から勇ゆう輝きくんも加わりますからね」

　にっこり微笑ほほえんでいる小お此この木ぎ神官長の前で、執しつ務む室しつに入った途と端たん子犬たちに元気よく飛びかかられ、蒼司朗と安あん藤どう奏かなでは尻しり餅もちをついた。

「え!?　な、何!?」

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「チュピチュピ」

「「（しゅー）」」

　ご機き嫌げんな子犬に群むらがられ、蒼司朗はびっくりするが、ピヨ四神は大だい歓かん迎げいだ。見覚えのある犬に、安藤奏は顔を引きつらせた。

「……どうして、うちの犬がいるんですか？」

「必要だからに決まってるじゃないですか♡　空飛ぶカエルの目もく撃げき証しよう言げんが多いのは、『犬の散歩をしていた人』なんですから」

　ウインクしながら答える小此木神官長は、胡う散さんくささＭＡＸマツクスだ。

「たくさん生まれたんですねぇ、奏くんの家のチワワ」

「子犬は、あと二匹いますけど」

　ここにいるのが全部ではないようだ。

　後から入室した蔵田実親と芙蓉薫子は、小さなチワワまみれになっている二人の姿を見て、くすくすと笑う。

「蒼司朗クン、ホント、君、ちっちゃい動物が、似合うね……！」

「美お味いしい匂においでもするのかしら」

　飼かい主ぬしである安藤奏の近くに子犬が行きたがるのはわかるが、蒼司朗が好かれるのは、何か特とく殊しゆな能力があるのか、同どう属ぞく意識を抱いだかせるのか。

　微笑ましさから出た芙蓉薫子の言葉を、蔵田実親は厭いや味みな方向に笑顔でねじ曲まげる。

「乳ちちくさいって？」

　身長が低いことにコンプレックスのある蒼司朗へ、『お子さまっぽい』は禁きん句くだ。

　篠しの原はら勇輝にチビと罵ば倒とうされ、真剣に喧けん嘩かしている蒼司朗を見ている芙蓉薫子と安藤奏は、蔵田実親の言葉を聞いてどきりとし、思わず蒼司朗に注目する。

「牛乳なら、学校を出る前に飲んできました。もう持ってないんだけどな。この子たち、鼻がいいなぁ」

　蒼司朗はステキに鈍にぶかった。篠原勇輝のように、わかりやすい剛ごう速そつ球きゆうの直球攻こう撃げきの悪口でなければ通じないようだ。

　芙蓉薫子と安藤奏はほっとするが、蔵田実親は残念そうだ。




　キュンキュンワフワフ懐なつかれている蒼司朗は、あちこち舐なめまくられながら首を傾かしげる。

「犬の散歩なら、もっと大きい犬のほうがよくないですか？　日が暮くれてから、こんな小さな犬を連れ回すのは、どうなのかな」

　帝都城公園の売店には、よく訓くん練れんされた賢かしこい忍にん犬けんがいる。小型犬の子犬をわざわざ連れださなくても、いいのではないだろうか。

　余計な心配をされた安藤奏は、ふんと鼻を鳴らした。

「お役目のために、連れてこられたんですから問題ありません。外の散歩だって、躾しつけができてます」

　役に立たないなら、成犬であってもこの場には連れてこないだろう。小さくても、ちゃんとお役目が果たせるだろうと判断したから、青せい龍りゆう神社の神官はこの子犬たちをここに運んだのだ。

　安藤奏の言い分は、蒼司朗にもわかるのだが。

「でも、危険じゃないですか？」

　たかがカエル、されどカエル。

　空を飛ぶともなれば、子犬には手て強ごわいかもしれない。

「その点に関しては、大丈夫でしょう」

　にこやかに言いきった小此木神官長の視線を追って、蒼司朗は自分の膝ひざのあたりを見る。




「ミギャ」

「キュイ」

「チュピピ」

「「（しゅー）」」

　子犬に近づいたピヨ四神が、キュンキュンプルプルはしゃいでいる子犬たちと、前まえ肢あしタッチや、鼻フンフンしあっていた。蒼司朗はピヨ四神を、そっと撫なでて言い聞かせる。

「今日はこれから、またあの大きくて嫌いやな音を聞くことになるかもしれない。でも、奥庭の四神様が怖がっちゃダメなんだからな？　もっと小さい子たちがいるんだから、守ってあげないと」

　奥庭の四神様の加か護ごを受けていれば、子犬は危険な目に遭あわない。

「ミュ？」

「キュウ」

「チュン」

「「（しゅー）」」

　蒼司朗はピヨ四神の次に、子犬も可か愛わいがる。

「オレも一緒にいるから。がんばろうな？」

　通じているのかどうかはわからないが、ピヨ四神は円つぶらな瞳ひとみで蒼司朗を見つめた。




「小此木神官長」

　乱らん暴ぼうに揺ゆらさないよう気をつけながら、鈴すず宮みや神官がキャリーバスケットを持って執務室に入ってきた。

「やぁ、もう二匹来ましたね。どの子にします？」

　選び放題♡

「どの子も可愛いわ」

　うふふと芙蓉薫子は微笑んで、ソファに置かれたキャリーバスケットの蓋ふたを開け、中にいた子犬を撫でる。

（拒きよ否ひ権けんはなさそうだなぁ）

　子チワワのお散歩なんて、甘ったるい絵え面づらは自分には不似合いだと思うが、蔵田実親も腹を括くくるしかない。




「子犬がリードを引っ張って先に歩かないようにしてください！　好き勝手な方向に進ませるのもダメです！　そういうときは、止まって。それをしちゃダメって覚えさせるんです。『待て』をして、それから先に人間が歩いてください。犬の位置は、基本、人間の横！　犬が怯おびえますから、大きな声を出して叱しかるのは、絶対にダメですからね！」

　外に出て、子犬のハーネスに付けたリードを握にぎった蒼司朗と芙蓉薫子、蔵田実親は力説する安藤奏を生なま温あたたかい目で見つめる。きっと家でも、この調子なのに違いない。

（このチワワ、安藤が躾しつけてたのか……）

（けっこう細かいのね、奏くん）

（悪い癖くせをつけちゃったら、詰なじられるのかなー。フフフ）



















「ミギャギャ」

「キュイ」

「ピピピ」

「「（しゅー）」」

　何やら力説している安藤奏を、ピヨ四神は興きよう味み津しん々しんという目で見つめる。




　犬は相手が自分より上か下か、格付けをする。子犬だからと甘やかして相手をすると、犬はその人間を自分より格下だと認識する。可愛いからと甘やかしてばかりにならないで、毅き然ぜんとした態度で犬と接しなければならない。




「適度な休きゆう憩けいと適度な水分補ほ給きゆうを行うこと！　いいですね!?」

　睨にらむような目で確認され、蒼司朗たちは頷うなずく。

「わかった」

「任せてちょうだい」

「歩かなくなったら、置いてきていいのかな？」

　笑顔で穏おだやかに、蔵田実親は酷ひどいことを言い放つ。

　いくら屋おく外がいの散歩に慣らしていても、疲れた子犬は突然歩かなくなることがある。

「全部抱だっこして連れ帰ってください！　うちの子を置いてきたら承しよう知ちしませんからね！」

　心細くて怖い経験をさせると、子犬は次からお散歩を嫌いやがるようになってしまう。

　興こう奮ふんしたり、はしゃぎすぎたりして、家へ帰る前に疲れてしまうことは、子犬にはよくある。抱っこして歩くとしても、チワワの子犬なら小さくて軽い。




　安藤奏による諸しよ注ちゆう意いが終わったので、小此木神官長はパンパンと手を叩たたく。

「はい、出発～。『空飛ぶカエル』を見つけたら、式を飛ばして、すぐに連絡してくださいね」

　担当場所に別れて、蒼司朗たちは日の暮れた帝都城公園へ『犬の散歩』に出かける。




　片手に枝えだ打うち斧おの、もう片手にチワワの子犬のリードをひとつ握った蒼司朗は、帝都城公園の東側の担当だ。

「で、何で安藤はオレについてきてるの？」

　安藤奏は奥庭のお庭番に就しゆう任にんした蒼司朗に対して、反感を抱いている。自分が年下なので、嫌きらい方に遠えん慮りよはない。

　東南側の担当なので一緒にいるのは御ご免めんだと、さっさと別行動をしそうに思えたのだが、いつまでも安藤奏は横を歩いている。

　不思議そうな顔の蒼司朗を、五匹のチワワのリードを握った安藤奏は睨みつける。

「あなた、犬を飼ったことないでしょう!?　子犬を散歩させるのは、初めてじゃないですか!?」

　望もち月づき造ぞう園えんでは亡なくなった祖そ母ぼが気き管かん支しの弱い人だったので、ペットを飼うことはできなかった。巌いわ手てにいたときも、蒼司朗はペットを飼ったことがない。

「犬を飼ったことはないけど、子犬の散歩ならやったことがあるよ？　四匹も」

　子犬を引きずらないよう、歩調を合わせてちまちまと歩きながら、視線を上うわ向むけた蒼司朗は、三月末のことを思い出す。

（可愛かったなぁ）

　飼い主のお迎むかえが来るまでの少しの間だったけれど、蒼司朗は玄げん武ぶ神社へ母犬と四匹の子犬の様子を見に毎日通った。一緒に遊んで、お散歩した。

「ミギャギャ」

「キュイ」

「ピルル」

「「（しゅー）」」

　蒼司朗が思い出しているものが伝わったのか、ピヨ四神もご機嫌だ。

「あんなの、数に入りません」

　すっぱりと安藤奏は切り捨てる。

「ちょっと玄武神社の裏手に連れていったぐらいで、偉えらそうなこと言わないでください」

　玄武神社の敷しき地ち内ないだったので、蒼司朗はケージから出した子犬たちに声をかけ、バラバラにならないよう注意しながら、一緒に歩いただけだ。一歩も玄武神社の外には出ていない。

「リードをつけて、外の道路を歩いてこその『お散歩』です」

　喋しやべりながら犬たちを連れて歩いている安藤奏は、よそ見して立ち止まろうとする子犬がいればすぐにそのリードを器用に引っ張り、他の子犬たちと歩調を合わせている。

「あー、なるほど」

　安藤奏の鮮あざやかなリード使いを見て、蒼司朗は感心する。




　帝都っ子である安藤奏は、他の四神神社でも犬が飼われている、もしくは飼われていたことがあるのを知っているし、他の四神の戦士が皆、犬の散歩の経験者であることを知っている。

　これまでに犬の散歩をしたことがないのは蒼司朗だけだし、散歩させているのは青龍神社で飼われている犬だ。レクチャーする必要があるかもしれないと思ったし、似たような方向だったので、安藤奏は蒼司朗の横を歩いているのだ。

　しばらく一緒に歩いて、犬のお散歩とはいかなるものか、手本を見せて覚えてもらって、もう一人でも大丈夫だろうと判断したら、安藤奏は自分の担当場所に向かうつもりだ。




　歩いている遊歩道の向かいから、柴しば犬いぬの親子を連れた来園者の男性が歩いてきた。

「こんばんは、奏様」

「こんばんは。ナナちゃん、大きくなりましたね。お散歩デビューですか」

「はい。まだ途中までしか歩けませんけど。ハルくんたちは今日も元気ですね。あ、こんばんは、蒼司朗様」

　蒼司朗以外の者には愛あい想そのいい安藤奏は、にこにこと男性と挨あい拶さつを交かわす。帝都神社の神官装しよう束ぞくならすぐわかっただろうが、安藤奏の同行者が蒼司朗だと気づいて、男性は驚いたようだ。

「キャン」

「わ！」

　柴の子犬に足に飛びつかれて、蒼司朗は思わず固まる。

「こら、ナナ、ダメだよ。すみません、蒼司朗様」

「いえ。可愛いですね」

　丸顔の柴の子犬は、とても愛あい嬌きようがある。蒼司朗の足にじゃれついている子こ柴しばを、男性は笑顔で見つめる。

「おてんばで困りますよ」

「ミギュ？」

　蒼司朗の足にじゃれて遊んでいる柴犬の子犬を、なぁに？　とピヨ四神が見下ろす。

（うわー、動いたら踏ふみそう）

　小さな子チワワや子柴が足元をちょろちょろぱたぱたするので、蒼司朗はひやひやだ。

　足を止めて主人が顔見知りと立ち話をしている間は、犬たちのコミュニティタイムである。犬たちはフンフンと挨拶を交わし、ピヨ四神は柴の親犬にタッチする。

「────では、何か変わったことがあったら、教えてくださいね」

「はい、いつもありがとうございます、奏様」

「トモちゃん、ナナちゃん、またね」

　安藤奏は男性と笑顔で別れる。




　別れて歩きだして、男性といくらか離れてから、蒼司朗は安藤奏に話しかける。

「知り合いなんだ？　どこの人？」

　和なごやかに男性と会話をしていた安藤奏の姿は、蒼司朗の目には新しん鮮せんに映った。

　由ゆい緒しよ正しい青龍神社の子供で、現青龍の戦士だからなのか、どちらかというと安藤奏は、外そと面づらはいいがお高くとまっているところがある。たとえ同じ学校の同級生であっても、自分の友人とは認めていない者がいる。

　見た目は可愛い系でも、誰だれもに親しみやすい少年ではない。

「ただの犬友ですよ」

　蒼司朗が話し相手だと、さっきとはうって変わって、安藤奏は無ぶ愛あい想そうだ。

「知っているのは、犬の種類と犬の名前、犬のお散歩中に帝都のどこらへんでよく擦すれ違うのか、ぐらいです」

「へ？」

　安藤奏がどこの誰とも知らない人と、親しげに立ち話をしていたのだとわかって、蒼司朗は目を丸くする。

「そんな間抜けな顔しないでください。お庭番の品位が下がります……！」

「あ、ワリ」

　安藤奏の言い方は辛しん辣らつだが、お役目に夢を持っている神官のためにも、幻げん滅めつされるようなことをしてはいけないと蒼司朗も思う。

（しゃんとしないと）

「犬連れの人と、そうでない人とでは、友好度合いがまったく違うんです。犬を連れずに歩いていたなら、同じ人が相手でも僕は立ち話なんてしませんよ」

「え？　そういうもの？」

　確かに短時間ではあっても、あれほど親しげに話していたのに、そんなにあっさり疎そ遠えんになるものなのかと蒼司朗は驚くが、安藤奏は平然と言いきる。

「そういうものです」




　犬友は『犬のお散歩仲間』だ。犬が繫つないでいる縁えんなので、顔を知っていて言葉を交わしたことがあっても、犬がいなければ仲間ではない無関係の人になる。




「犬を連れて散歩し、挨拶を交わして、情報を収集する、それが今回の僕らのお役目です」

（あぁ、なるほど）

　安藤奏に言われて、蒼司朗はようやくこの『お散歩』の意味を理解した。

　同じ道を歩いていても、犬連れならば、犬にとって危険な場所や、最近起こっている変わった出来事などの、通常とは別の情報を共有することができる。

　取るに足らないと思える犬の事件や異変も、数が集まれば意味を持つ。忍犬のように訓くん練れんされていない、普通の犬だからこそ反応することがわかる。

（子犬連れなら、お互いに声をかけやすいよな）

　成犬より子犬のほうが、犬好きの目を惹ひく。ジョギングやただの散歩では、収集できない情報が得られるはずだ。




　蒼司朗と四神の戦士を夜の帝都城公園へ犬連れのお散歩に送りだし、後から加わる篠原勇輝が担当する子犬の入ったキャリーバスケットを抱かかえた鈴宮神官は、小さく溜ため息いきをつく。

「黙だまっていて、よろしかったのですか？」

「大丈夫ですよ。先入観はないほうがいいですしね～」

　小此木神官長はお気楽に笑い飛ばすが、鈴宮神官は心配だ。

「でも、小型のペットが行方ゆくえ知れずになっているのは事実です。カエルに『嚙かまれた』という報告も数件入っているようですし」




　津つ本もと神官のもとで集められていた情報に、川やお堀、池の近くにいたはずのペットが行方不明になっていると、何件も警けい察さつに届けられているというものがあった。

　帝都ではペットはすべて登とう録ろく制せいで、野の良らの犬猫は一匹もいない。定期的に飼し育いく数すうを確認されるし、逃にがすと罰ばつ則そくがある。水場の近くで頻ひん発ぱつするのは、明らかにおかしい。

　カエルが嚙むと報告した人は、そのほとんどが空飛ぶカエル探たん索さくを行っていた。嚙みつかれた人は衣類を嚙み破られ、けっこう酷い傷を負おっている。そして大事には至っていないが、麻ま痺ひ性せいの毒どくも検出されている。

　普通、カエルには牙きばも爪つめもない。嚙みついたというカエルは捕とらえられてはいないので、被害者の証言だけでは、本当にカエルにやられたものなのかわからない。

　だが本当に人を襲おそうカエルがいたとして、人ではない、もっと小さな動物が襲われていた場合、どうなっていたのだろう。

　行方が知れないのは、ひょっとすると────。




「これまでに堀に仕掛けた罠は、全部餌を取られて、網を破られていたそうです。誰かが罠を壊したのではないかと疑われてましたけど、すべて『空飛ぶカエル』のせいだとしたら、厄介です。蒼司朗様たちが危険です」

　鈴宮神官は重ねて進言するが、小此木神官長は譲らない。

「蒼司朗くんたちが一番適任なんです」

　譲ることができない。

　彼らは帝都神社と四神神社の神官のなかでも、群ぐんを抜いて優秀だから、帝都を守しゆ護ごする戦士として神の加護を受けて戦える。青龍神社の子犬なら、もしも幻げん獣じゆうが関係していたとしても、絶対に滅めつ多たなことにはならない。
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　砂の国から帝都に来た留学生・望ぼう威いは、宝石店の店主でもあるので、放課後は店で働いている。小さいもの好きのストライクゾーンど真ん中である蒼そう司し朗ろうを、入学以来とても気に入っている望威は、ストーキング行為に楽しく精を出しながらの通学と労働だ。




「蒼司朗センパイの匂イがする方向ハ～」

　フガフガと鼻を動かして、ダチョウに乗った望威は、帝都城公園のどこかにいるだろう蒼司朗を捜さがす。夜の休きゆう憩けいのために店を出た望威は、蒼司朗の姿をこっそり遠くの物もの陰かげから眺ながめながら、携けい帯たいしてきた食事をとる。幸せなメシウマ時間だ。

「クアッ」

「あっちネ」

　ダチョウの手た綱づなを取って、いそいそと望威は蒼司朗がいる場所へ向かう。




　ドッドッドッドッドッ……！




　聞き慣れない足音を立て、土つち埃ぼこりを舞いあげながら異国人の男性を背に乗せて走るダチョウの姿は、はっきり言って異様だが、毎日だいたい同じ時間に見られる光景なので、帝都城公園の職員や関係者、そして常連来園者が驚くことはなくなってきた。

　騒そう々ぞうしくて埃っぽくて、若じやつ干かん迷めい惑わくなところが嫌いやだなと思った者は、関わりあいにならないよう、さりげなく避さけて距離を取る。




「Ahaアハ？」

　望威が発見した『今夜の蒼司朗』は、いつもと違っていた。

　外そと堀ぼりの中の帝都城公園では、望威にピヨ四し神じんの姿は見えない。だが、リードを握にぎってお散歩させている子犬たちの姿は見える（蒼司朗と身長がほぼ同じ安あん藤どう奏かなでは、望威の見ている側からは蒼司朗の向こうにいるので、よく見えない）。

　おすまししながら、ときおり蒼司朗のほうを見上げ、ちょちょちょ、ちょちょちょっとステップを刻きざんで歩いている、チワワの子犬たち♡

「ちっちゃくテ可か愛わいいセンパイが、ちっちゃイ犬ヲ、犬ヲ……っ！」




「フォ────────！」

　萌もえゲージを振りきった望威は、大声をあげて盛せい大だいに鼻血を噴ふく。




　どこからか突然聞こえた絶ぜつ叫きように、蒼司朗と安藤奏は、びくっと肩かたを震ふるわせて足を止めた。ピヨ四神が驚いて蒼司朗にしがみつき、散歩していた子犬たちはその場で硬こう直ちよくした。

「ミギャギャギャギャ！」

「キュウキュウキュウ！」

「ピー！」

「「（しゃーしゃーしゃー！）」」

「キャンキャンキャン！」

「キャンキャンキャン！」

「あのバカ！」

　蒼司朗は握っていたリードとピヨ四神を、安藤奏に押しつけるようにして渡し、望威の絶叫が聞こえたほうへと走る。瞬しゆん時じに身を翻ひるがえして駆かけだした蒼司朗を、ピヨ四神とリードを受け取った安藤奏は、呆ぼう然ぜんとしながら目で追う。




「大声出すな！」

　枝えだ打うち斧おのの柄えを頭に振り下ろされて、望威のあげていた絶叫がぴたりと止まった。勢い余って、望威は乗っていたダチョウから転ころげ落ちる。




　フォーという絶叫は、ゴン、ドシャ！　という音（？）の後、聞こえなくなった。




（……死んでないよね？）

　安藤奏は、腕うでに抱かかえたピヨ四神と一緒に、恐こわ々ごわ望威のほうを見る。子チワワたちは蒼司朗が望威を成せい敗ばいした音に驚き、安藤奏の足の後ろに逃にげこんで、身を寄せあいながら顔を覗のぞかせていた。




「蒼司朗センパイっ！」

　びょん！　と人外を思わせる動きで勢いよく望威が跳はね起きて、安藤奏とピヨ四神、子犬たちはぎょっとする。

　正面から向かいあうと、年下のくせに背の高い望威は、蒼司朗が見上げるほど大きい。そして鼻血だらだらで目がイっていて、呼吸が荒あらいので、見下ろされるとかなりコワイ。小さいもの好きの変へん態たいストーカーであることに加えて、誰だれが見ても立りつ派ぱな変質者である。

「抱だきつくな！」

　相手を押し潰つぶす勢いで大型犬が飛びかかってくるような、過か剰じようなスキンシップにも蒼司朗は慣れっこだ。抱きつかれる前に、すかさず枝打ち斧の柄の先で胸むな元もとを突き、望威を遠ざけた。

　なまじ身体からだが大きくて、力と勢いが半はん端ぱではないので、蒼司朗にも加減ができず、望威の吹っ飛ばされ方は容よう赦しやない。

　吹っ飛んだ望威は、ごろごろっと転がって遊歩道の樹木に激げき突とつし、止まった。激突の衝しよう撃げきで大きく揺ゆらされた樹木から、ばらばらと枝葉が落ちる。




（いくらなんでも、あれは……）

　さすがにまずいのではないかと、安藤奏は青くなる。凶きよう悪あく犯はんではなく、迷惑だが善良な外国人だ。しかも未成年。過か剰じよう防ぼう衛えいに相当するのでは。

「……ミギャ」

「キュウ」

「ピチュン」

「「（しゅー）」」

　安藤奏に抱えられたピヨ四神は、転がっている望威へ生温かい視線を送り、ぴょいと飛び下りた。

（何……）

　ピヨ四神を追って、安藤奏は視線を動かす。

　安藤奏の足の後ろに隠れてプルプル震えている子犬の一匹一匹へ、ピヨ四神は前まえ肢あしや鼻先でそっとタッチをしていた。怖がらなくてもいいと宥なだめられた子犬の尻尾しつぽが、次々に上がっていった。

「キャン」

（わー）

　ほこっと幸せな気分になって、安藤奏の頰ほおが緩ゆるむ。




「ったく、何やってんだか」

　背後から呆あきれた声が聞こえて、安藤奏はそちらへ振り返る。

「勇ゆう輝きサン」

「よぉ」

　小お此この木ぎ神官長から預かった子チワワを一匹、篠原勇輝は肩に乗せて持っていた。

「……お散歩ですか？」

　犬を荷物にして、散歩という感じだが。

　安藤奏からボケた質問をされて、篠原勇輝は舌した打うちする。

「犬連れて散歩始めようと思ったら、すげー声が聞こえたんで、びっくりして飛んできたんじゃねぇか」

　帝都城内うち堀ぼりの物もの見み櫓やぐらで『不ふ思し議ぎの色石』の調査を終わらせたところで、ただならぬ叫び声を聞いた篠しの原はら勇輝は、内堀東門にかかる橋を通って、こちらへ急行した。四神神社最速である白びやつ虎この戦士の篠原勇輝は、四神変化していなくても高速移動ができる。

「あのバカ外人だとわかってたら、来なかったのによ」

　篠原勇輝は噂うわさの『空飛ぶカエル』が、何やらすさまじく耳みみ障ざわりな声をあげるということを聞いていた。ひょっとするとこれかと、慌あわててやってきたというのに、蒼司朗につきまとっている外国人留学生があげた、いつものあの声だとわかって、がっかりだ。




　安藤奏へ押しつけるようにして預けたピヨ四神が気になり、振り向いた蒼司朗は、篠原勇輝がいることに気づいた。

「あー、篠原、ゴメン！」

「ったく、人ひと騒さわがせな……！」

　面倒な留学生なので、ひと思いにボコって、二度と蒼司朗へ近づかないようにしたいところだが、帝都のために役立ちそうな『不思議の色石』を受け取っている手前、あまり手て荒あらなことはできない。

　走って戻ってきた蒼司朗へ、ピヨ四神が飛びつき、子犬たちがじゃれつく。

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「ピピチュン」

「「（しゅー）」」

「キャンキャン」

「わ、ちょっと待ってってば」

　懐なつかれて、ちびっちゃいものてんこ盛もり状態で、蒼司朗はくすくす笑う。




　蒼司朗にベタベタするし、びっくりするような大声をあげるのでうっとうしいが、蒼司朗が嫌けん悪おしているわけではないので、ピヨ四神も望威を疎うとましく感じてはいない。

　望威もピヨ四神の加か護ごを受けているし、もともとが丈じよう夫ぶな少年なので、多少手荒なことになっても問題ない。

　走り去る蒼司朗へ手を伸ばし、その姿を目で追った望威は、立ち上がりかけたところで腰こしが砕くだける。

（何とイウ破は壊かい力りよく……！）

　子犬と蒼司朗のコラボで、鼻血が止まらない！




「望威のあの声で、びっくりするかなって思ったけど、子犬は大丈夫そうだね」

「奥庭の四神様が、子犬たちを宥めてくださったんですよ」

　安藤奏は蒼司朗がお散歩を担当している子犬のリードを返す。

「そっか、優しいいい神様だな」

　蒼司朗は甘えてくるピヨ四神を、撫なでて可愛がる。安藤奏は蒼司朗が来たほうに視線を動かす。

「あの、留学生の人────」

　恐々様子を窺うかがって、小声で言いかけた安藤奏がチラ見した望威は、しまりのない顔で笑いながら鼻血を垂たらして座りこんでいた。

「……」

　幸せそうだ。奥庭の四神様も蒼司朗も、まったく心配していないので、深しん刻こくに考えなくてもいいのかもしれない。

　中腰になって子犬をかまっていた蒼司朗に、安藤奏の小声は聞こえなかった。

「安藤、お散歩の続き……」

「いえ、向こうで水を飲ませて、少し休憩しましょう」




　植物園と宝たから池いけの間の遊歩道の横には、小さな子供が水遊びのできる浅い川がある。夜間の今なら、子供はいないので、犬を遊ばせられる。犬が騒いでも、ここは帝都城公園なので、住宅が近くにはなく、迷惑にならない。




「んじゃ、俺もこいつに水飲ませてから行く」

「キャン」

　篠原勇輝が肩に乗せていた子犬が、蒼司朗へ跳とんだ。

「うわわ！」

　蒼司朗は慌てて手を出し、飛びついてくる子犬を受け止める。

「ミギャギャ」

「キュイ」

　ピヨ四神に場所を譲ゆずってもらった子犬は、ご機き嫌げんで蒼司朗にじゃれついて顔を舐なめた。

「行くぞ、奏」

「はい」

「ちょっ、篠原！　この子お前の犬！」

　子犬たちを連れて歩きだした安藤奏と篠原勇輝を、蒼司朗は追いかける。




「マ、待っテくだファイ……！　僕モ行きマフっ……！」

　だばだばと鼻血を零こぼしながら、望威は腰砕けのまま蒼司朗へ手を伸ばす。

「クァッ」

　置いて行かれまいともがいている望威の襟えり首くびを、ぐいと嘴くちばしでダチョウが持ちあげた。




　調査対象の堀からは少し離れてしまったが、子犬を休憩させるのに、水遊び用の川はちょうどよかった。川幅はおよそ二メートル、水深は五センチ程度。流れは緩やかだが、整備の行き届いた川の水はとても綺麗だ。




「キャンキャン」

「遠くまで行っちゃダメだよ」

　外灯の光を浴びてキラキラと輝かがやく水に興味を持ち、はしゃぐ子犬を宥めて、安藤奏はハーネスからリードを外はずす。蒼司朗が抱っこしてきた子犬を摘つまみあげた篠原勇輝も、子犬のリードを外して川の縁ふちに下ろした。

　二人を真ま似ねて、蒼司朗も自分が任せられている子犬からリードを外す。

「ミギャギャ」

「いや、ここは四神様用の水飲み場じゃないからね」

　楽しそうな子犬たちと同じように、遊んで水を飲むため、川に向かって飛び下りようとするピヨ四神を、蒼司朗は止める。

「蒼司朗、四神様用の水持ってるか？」

「持ってるよ、ありがとう」

　蒼司朗は竹たけ筒づつ水すい筒とうに入れて、ピヨ四神用の清し水みずを持ち歩いている。にこっと微笑んで見上げられた篠原勇輝は、ちっと舌打ちして、蒼司朗から目を逸そらす。

「テメーのために言ったんじゃねーよ」




　ダチョウの嘴に襟首を引きずられるような格かつ好こうで、望威が川かわ辺べにやってくる。

「蒼ヒ朗センファイ～！」

　あからさまに嫌な顔をして、安藤奏は近づいてくる望威から少し距離を取って離れた。キャンキャンと楽しそうな子犬たちを足元で走り回らせ、蒼司朗は望威に振り向く。

「お前、顔洗え。コワイから」

「下流でお願いします」

「ファイ」

　爽さわやかな笑顔で言い放たれる安藤奏のお願いは、さりげなく酷ひどい。だが人のいい望威は、まったく気づかず笑顔で頷うなずいた。

「クァッ」

　ダチョウは川の縁で望威を解放し、上流に移動して水を飲む。遊んでいる子犬たちや、顔を洗っている望威を見ながら、蒼司朗は楽しい気分になる。

「この川、先月望もち月づき造ぞう園えんで作業したんだ。実際に誰かが使ってるところって見たことなかったから、何だか嬉うれしいな」




　造園業で綺き麗れいにしているのは、樹木だけではない。川や築つき山やまなど、景観に関するところも、総合的に整える。

　いつもばたばたと忙いそがしく行き来しているので、蒼司朗がこの川の近くを通ることはない。自分たちが清せい掃そうと補ほ修しゆうをきちんと行い、綺麗な水が流れるように作業した場所を、楽しく利用してもらえるのは、とても嬉しい。




「あ、カニとかいるから、子犬、危なくないかな？」

　小魚を追いかけるぐらいなら怪け我がはしないだろうが、小さなサワガニでも、ハサミではさまれると痛い。見たことのないものに興味を持って子犬が顔を近づけたなら、鼻をはさまれるかもしれない。

「カニですか？」

「ナニもいませんヨ」

　安藤奏が川を覗きこみ、縁にしゃがんで顔を洗った望威は、ボディバッグから出したハンカチで顔を拭ふきながら首を傾かしげる。

「逃にげたんじゃねぇの？　チビ犬が荒あらし回ってっから」

「いや、けっこういっぱいいたよ？　隠かくれられるような隙すき間まも、あっちこっちにあるし」

　玉たま砂じや利りや角の丸い石を積んで作った川は、小さな生き物たちの好このむ隙間が、そこかしこにある。そんなところにも生き物の姿がまったく見えないのはおかしい。

　蒼司朗は望威の横に立って、川を覗きこむ。

「……ホントだ。あのあたりとか、そっちとか、いたんだけどな」

　カニどころか、小魚一匹、生き物の姿はどこにも見えない。




「ピ！」

　蒼司朗の頭上で、チビ朱す雀ざくが鳴いた。




「おいで！」

　手を広げて、蒼司朗が子犬を呼ぶ。

「キャンキャン」

　遊んでもらえると歓かん喜きした子犬たちは、蒼司朗に向かってまっしぐらに走り寄った。




　バシャン！




　子犬がさっきまで遊んでいたあたりで、飛び跳ねた生き物がいる。

「カエル!?」

　水面から飛びだした生き物を見て、安藤奏が目を剝むく。望威はやや前のめりになって、水面から飛びでた生き物を凝ぎよう視しする。

「コレが、カエルですカ」

　望威の生まれ育った砂の国に、カエルはいない。

「いや、それ違うから！」

　蒼司朗は呼び寄せた子犬たちをひとまとめに抱っこして、川から飛び離れる。

　子犬に食いつこうとしていたらしい生き物は、空から振ぶりした牙きばを鳴らして、水に落ちた。




　びょんと跳んで姿を見せた生き物は、手のひらぐらいの大きさで、とてもヒキガエルに似ていた。しかし灰はい褐かつ色しよくで手足がなく、長く先細りに尖とがった尻尾と、二枚の発達した羽状のヒレがついていた。このヒレを使って、跳ね飛んだようだ。くあっと開けられていた口の中には、短くて尖った牙がずらりと並んでいる。

　これはこの世に存在しないだろう生き物、幻げん獣じゆうだ────！




（まさかこれが）

　蒼司朗と篠原勇輝、安藤奏は顔を見合わせる。

「────『空飛ぶカエル』」

「やっぱりカエルなのデスね」

「だから違いますって！」

「川から離れろ、バカ外人！」

「安藤！」

　蒼司朗は安藤奏へ、抱えた子犬たちを渡し、前に出る。

「Wホhワaツtト？」

　店長としての仕事も忙しく、『空飛ぶカエル』の噂を知らなかった望威は、何が何だかよくわからない。

「クアッ！」

　危き機き感かんに乏とぼしい主人に焦じれ、ダチョウが望威の近くに駆け寄った。




　バシャッ！




「この、っ！」

　望威に食らいつこうと、水から飛びだした『空飛ぶカエル』を、蒼司朗は枝打ち斧で打ち据すえる。




「キィイイイイイッ！」




　打たれた『空飛ぶカエル』が、ガラスに爪つめを立てたときのような音で鳴いた。

　不快な鳴き声に、蒼司朗たちは思わず身を竦すくませた。音に驚いたピヨ四神が、ひしっと蒼司朗へしがみつく。

（やっぱり、この音……！）

『空飛ぶカエル』の鳴き声だ。




　バシャッ！




「とっとと下がれって、言ってっだろーが！」

　水音で反はん射しや的てきに身体が動いた篠原勇輝は、川かわ縁べりでしゃがんだままの望威の服を摑つかみ、駆け寄るダチョウより先に、後ろへと引っ張った。

　望威は篠原勇輝より身長と体重がある。小こ柄がらな蒼司朗を扱あつかうときのようなわけにはいかない。

（くそ、重い！）

　篠原勇輝が逃がすよりも一いつ瞬しゆん早く、『空飛ぶカエル』が望威に食らいつく────！




　ガキン！




　食いついた『空飛ぶカエル』もろとも、篠原勇輝は倒れこみ、望威は尻しり餅もちをついた。




（ガキン、って……）

　ものすごく硬かたい音を聞いたような。

『空飛ぶカエル』の鳴き声で出遅れた蒼司朗は、ひっくり返っている望威に振り向く。

「望威！」

「大丈夫か!?」

　篠原勇輝は素す早ばやく起きあがる。

「何ですか、さっきの音!?」

　子犬たちを抱え、少し離れた位置から望威を見て、安藤奏は固まった。




　望威の腹部へ『空飛ぶカエル』が食いついて、びちびちと身体を揺すっていた。

「oオhウ！」




「クアーッ！」

「ちょっと待って！」

　主人を襲おそっている『空飛ぶカエル』へ必殺の蹴けりを繰くりだそうとするダチョウを、蒼司朗は素早く枝打ち斧の柄を差しだして止める。

『空飛ぶカエル』が食いついているのは、望威の腹ではなく、腹の前にあるボディバッグだ。



















「ど、どうなって……？」

　わけがわからず眉まゆを顰ひそめる安藤奏を、落ちつけと篠原勇輝は手を振って宥める。

　篠原勇輝の視線を受けて、蒼司朗は望威に確認する。

「望威、そのバッグの中にオニギリが入ってたんじゃないか？」




　素人しろうとではとても歯が立たない、砲ほう丸だんのような使い方もできるオニギリ。メシウマ時間の必ひつ需じゆ品ひんだ。

　バッグの中にあったオニギリに牙を突きたててしまった『空飛ぶカエル』は、牙が抜けず、その格好のまま動けなくなっていた。
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　突然のことで驚いたが、これは願ってもない『空飛ぶカエル』捕ほ獲かくのチャンスだ。

「留学生、悪いが少しの間バッグを貸してくれ。貴き重ちよう品ひん入ってねぇか？」

「オニギリとハンカチだけデス」

　勤きん務む時間中の休きゆう憩けいのための外出だ。寄り道をしないよう、望ぼう威いは鞄かばんに必要最低限のものしか入れてもらえない。

「もうちょっとだけ、そのままだ。動くんじゃねぇぞ」

　篠しの原はら勇ゆう輝きは精神集中をして印いんを結び、結けつ界かい術じゆつで望威のバッグと、それに食くらいついている『空飛ぶカエル』のいる空間を固定する。

　どんな危険があるかわからないので、『空飛ぶカエル』を素す手ででは触さわりたくない。鳴かれると耳みみ障ざわりなので、今のこの状態は、本当にベストだ。

　バッグから牙きばが外はずれないように注意し、バッグごと『空飛ぶカエル』を何かに入れるか包むかして帝都神社に持ち帰るという方法もあったが、どこかで逃にげられてしまうかもしれない。

『空飛ぶカエル』に、他にどんな攻こう撃げき力りよくがあるのかはわからないが、姿がしっかり見えている状態で、結界の中に封ふうじてしまったなら、おそらく逃がすことはないだろう。




　望威の目には変化がわからなかったが、神官修行をしている蒼そう司し朗ろうたちには、バッグと『空飛ぶカエル』が霊れい力りよくの淡あわい光に包まれるのが見えた。




「────望威、ゆっくりでいい、バッグは篠原が支えてくれてるから、バッグを動かさないように肩かた紐ひもを外して、そーっとそこから抜けだせるか？」

「ハイ」

　篠原勇輝はバッグに手を触ふれてはいないが、何かしているらしいのはわかる。望威は蒼司朗の言葉を疑わない。

（ソーっとネ）

　長さを調節して、望威は身体からだにかかっていたバッグの肩紐を抜いた。

「クアッ」

　望威の背後に回ったダチョウが、そこから動こうとする望威の襟えりを嘴くちばしでくわえ、引っ張った。ずるっずるっと尻しりを地面で擦すりながら、望威はバッグの下から抜けでる。十分離れたところで、ダチョウは望威の襟から嘴を離した。

「アリガトウ、オラオラ」

「クアッ！」

　ダチョウのオラオラは、礼を言った主人に翼つばさを広げて返事した。




　望威が移動してそこからいなくなっても、バッグと『空飛ぶカエル』は宙に浮く形でそのままの位置に留とどまっている。




（wowワオ！）

　目を丸くして、浮かんでいるバッグと『空飛ぶカエル』を見つめ、立ち上がった望威は尻の汚よごれを払って、蒼司朗へと走る。

「怖かったデス～！」

　噓うそ泣なきしながら、望威は背後からぎゅーっと蒼司朗に縋すがる。

「無事でよかったよ」

「ミゴ」

「キュウ」

「ピ」

「「（しゅー）」」

　蒼司朗は手を上げて、ぽんぽんと望威の頭を軽く叩たたく。うっとうしいと思えるのは、望威が元気で生きているからだ。邪じや魔まだなという顔をしながらも、ピヨ四し神じんは蒼司朗に甘える望威のために、少し場所を譲ゆずってやった。




　望威が抜けでてくれたことで、結界を作って『空飛ぶカエル』を捕らえている篠原勇輝は、気分的に少し楽になる。結界を宙に浮かべておく必要はないので、地面に下ろした。

「小お此この木ぎ神官長に式を飛ばします」

　手早く子犬たちをリードで繫つないだ安あん藤どう奏かなでは、ポケットから懐かい紙しを取りだし、式を作って飛ばす。

　蒼司朗に甘えさせてもらっている望威は、スーハーと蒼司朗の匂においを嗅かいでいた。

（ンー、いい匂い～）

「ミゴ」

　迷めい惑わくそうな様子でピヨ四神はすぐ近くから望威を見つめているが、霊力のない望威には見えないので、まったく気にならない。

　たっぷり蒼司朗を補ほ給きゆうして、望威は人ひと心地ごこちつく。

「『空飛ぶカエル』ハ、カエルではナイ？」

　襲われて怖い思いをしたが、本物のカエルを見たことがなく、空飛ぶカエルの噂を聞いていない望威には、カエルと空飛ぶカエルの違いがよくわからない。

「幻げん獣じゆうだよ」

　おそらくだが、蒼司朗は断言した。人を襲おそう危険な生き物が生せい息そくしているなら、帝都城公園で望もち月づき造ぞう園えんの仕事に参加しているとき、蒼司朗は注意するよう言われていただろう。こんな姿の生き物は見たことがないし、鳴き声も普通ではない。

「ミギャ」

「川底に紛まぎれて、見えなかったんだな」

　特とく徴ちよう的てきなヒレと尻尾しつぽを隠かくして身体を丸めていれば、『空飛ぶカエル』は川底の石と同化してしまう。近くにいても、まったくわからなかっただろう。

　幻獣は悪意があって襲いかかるのではなく、蟲むしのように穢けがれを撒まき散らすこともない。発している気で察知するのは、困こん難なんだ。

（昨日、帝都神社に向かう途中で聞いたのは、こいつの声だったのかな）

　だが、ここからあそこまではおよそ三百メートルの距離がある。声が届くものなのだろうか。




「ミゴゴ……」

「キュウ」

「ピー」

「「（しゅー）」」

　大目に見てやるのも、そろそろ限界だとピヨ四神が鳴いた。ぎゅーっと抱だきしめられている状態に、蒼司朗も嫌いや気けがさしてきた。

「……暑苦しいから、そろそろ離れろ」

「エ～、もうちょっとダケ～」

　ハアハア……！

　呼吸が荒あらくなってきた。これ以上、望威の好きにさせておくのはヤバイ。

「ダメ！」

　見切りをつけた蒼司朗は、望威の爪つま先さきに枝えだ打うち斧おのの柄えを、どんと落とした。

「ouchアウチ!!」

　望威が痛みに飛びあがり、身体の前に回されていた腕うでが緩ゆるんだので、蒼司朗はするりと抜けでて、望威から離れる。




「ミギュギュ」

「キュウキュウ」

「チュンピピ」

「「（しゅー）」」

「うん、偉えらかったな」

　幻獣に襲われて怖い思いをした望威を気き遣づかって、ピヨ四神はお気に入りの蒼司朗を独ひとり占じめせず、くっついて甘えるのを大目に見てくれた。寛かん大だいなのはとてもいいことだ。

　褒ほめて撫なでられたピヨ四神は、満足そうに喉のどを鳴らした。




　安藤奏の式を受け取った小此木神官長から、返事の式が篠原勇輝へと戻ってきた。式の白い鳥を指にとまらせて、篠原勇輝は、ほっと息を吐く。

「留学生、お前、店があるだろ？　こんなところで油売ってないで、とっとと自分の店に」

「センパイたちはソレを持っテ、帝都神社ニ行くのですヨネ？　ボクも帝都神社ニ行きマス」

「テメエにゃ関係ねぇよ……！」

　用済みの式をぐしゃりと握にぎり潰つぶし、睨にらみつけて篠原勇輝は凄すごむが、望威は怯ひるまない。

「幻獣ニ襲われたのハ、ボクでス。幻獣のコトなら、那な智ちガ知ってマス。那智ヲ呼びまショウ。退治するンでショウ？」




　望威は毎日ストーキングしているので、蒼司朗の行動をよく知っている。

　どうして今日、蒼司朗がいつもと違う行動を取って、四神の戦士である安藤奏と一緒に犬の散歩をしていたのか。

　小さいものスキーの望威への嬉うれしいサプライズ、サービス大だい奉ほう仕しでないのなら、何か帝都神社関連の仕事だったと考えられる。幻獣は帝都にとって危険な害がい獣じゆうなので、退治しなければならない。




「幻獣のことは、帝都神社の津つ本もと神官が資料を集めて調べてくれてる。お前らに聞かなくてもいい」

　蒼司朗には好意的で、何度も助けられてはいるが、外国人を信用することに篠原勇輝は抵てい抗こうがある。篠原勇輝は帝都を守しゆ護ごする四神の戦士なのだ。

　むっと眉まゆを顰ひそめ、望威の申し出を拒きよ絶ぜつする篠原勇輝の考えは、蒼司朗にもわかる。わかるのだが。

「篠原、望威の店に連絡して那智くんに来てもらおう。幻獣について知っていることは、多いほうがいい」

　蒼司朗はピヨ四神の力で、望威の記き憶おくを覗のぞいてしまったことがある。悪いことを企たくらんでいるのではなく、望威は救いを求めて帝都を訪おとずれた少年だから、ピヨ四神は蒼司朗の側にいることを許している。

「……ちっ！」

　苛いら々いらしく舌した打うちした篠原勇輝は、望威から目を逸そらす。

　蒼司朗の言うとおり、幻獣についての情報は少しでも多いほうがいいに決まっている。

　篠原勇輝が不本意であることはわかるが、とりあえず合意に至いたったようなので、安藤奏は帝都城下南地区の公こう儀ぎ隠おん密みつに向けて式を飛ばした。




　それから間もなく、帝都神社の神官と青せい龍りゆう神社の神官が、蒼司朗たちのいる場所に駆かけつけた。

「大丈夫ですか!?」

　重戦車のような勢いで、帝都神社の誇ほこる剛ごう力りき無む双そうの新しん庄じよう神官が来てくれて、蒼司朗たちはほっとする。

「皆みな、大丈夫です」

　青龍神社の坂さか口ぐち神官は、安藤奏に駆け寄る。

「ご無事でよかった……！」

　篠原勇輝が小此木神官長へ送った式で状じよう況きようは知らされていたが、蒼司朗たちの元気な姿を確認できて、新庄神官と坂口神官は安あん堵どした。

「これが『空飛ぶカエル』っすよ」

「はい、お預かりします」

　篠原勇輝が結界で封じた『空飛ぶカエル』を、新庄神官は小脇に抱かかえてきた蓋ふた付つきの木箱に入れ、封紙を貼はった。結界処理をされた封印箱からは、どんなものも逃げだせない。同時に結界も無効になり、篠原勇輝は肩に入っていた力を抜いた。

「奏坊ぼつちゃま、子犬を」

「はい。お任せします」

　安藤奏は子犬のリードを全部、坂口神官に渡す。

『空飛ぶカエル』本体を捕獲できたのだから、子犬をお散歩させて情報収集しなくてもいい。子犬たちのお役目は終わりだ。ここから別行動となる坂口神官は、一礼し、子犬たちを青龍神社へと連れて帰る。




　帝都神社の社しや務む所しよにある応接室で、小此木神官長と芙ふ蓉よう薫かおる子こ、蔵くら田た実さね親ちか、津本神官は、蒼司朗たちが『空飛ぶカエル』を持ち帰るのを待っていた。

「やぁ、ご苦労さまでした。思っていたより早く捕つかまえられましたね。望威くんも、災さい難なんでしたね」

「怪け我がしてナイよ。センパイたちが守ってくれましタ」

　にこにこと微笑ほほえんで答えた望威は、勧すすめられたソファに腰こしを下ろす。

　鈴宮神官が皆にお茶を配くばっている間に、店を閉めてタクシーを飛ばしてきた那智と入いり谷やも到とう着ちやくした。




「このたびは、坊ちゃまが大変お世話になりまして……！」

　砂の国の王子・望威の付き人でもある入谷は、深々と頭を下げて入室する。実際、望威は蒼司朗たちに巻きこまれて危ない目に遭あってしまったのだが、抜け目のない安藤奏は、危機を救ったと、きっちり恩に着せた連絡を送っていた。

「いえ、こちらこそ。望威くんにはご用意いただいていたせっかくの夕食を譲ってもらうことになりまして、申し訳ありません」

「カツ丼どんご馳ち走そうニなってるヨ。美お味いしいネ」

　オニギリを食べそびれてしまった望威は、売店の食堂から出前してもらった丼どんぶりを食べながら、にこにことご機き嫌げんだ。

（全部聞きだす気、まんまんだよな）

　蒼司朗たちの目には、小此木神官長に取とり調しらべ室しつの刑事の姿が重なって見えていた。

　鈴すず宮みや神官はソファに腰かけた入谷と那智にもお茶を出し、望威から空からの丼を受け取って退出する。




「『空飛ぶカエル』とハ如い何かなル幻獣カ」

　六歳ほどの幼よう児じの姿であるくせに、一番爺じじくさい喋しやべり方で那智が訊たずねた。望威が無事なことは、食欲旺おう盛せいな姿を見て十分にわかったので、さっさと本題に入りたいようだ。

　津本神官はファイルの資料を広げ、神経質そうな手つきで銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの位置を直す。

「おそらくは『水みず跳とび』『ウォーター・リーパー』と呼ばれる幻獣ではないかと思います」

　名前のとおり、水場を飛び跳はねる性質の幻獣である。なるほど『空飛ぶカエル』とは、ここでの通り名だったのかと、那智は理解した。

　推すい測そくにすぎない津本神官は、小此木神官長に目線で助けを求める。

「では、確認しましょう。我われ々われも、見るのは初めてです。封印箱を開けてください、新庄くん」

「かしこまりました」

　小此木神官長に命めいじられ、新庄神官が部屋の端はしから移動した。巨きよ軀くの新庄神官が中央に来ると、部屋が狭せまくなったように感じられる。

　何かあったときにすぐ対処できるだろう頼もしさのみなぎる新庄神官は、油断なく警けい戒かいしながら応接机の上に置いていた封印箱を開く。

　特とく殊しゆな仕掛け箱になっている封印箱は、側面の留めを外して上部の蓋の部分を取り除のけると、ぱたりと側面すべてが倒れて開いた。箱の底面に封印が記されているので、体積はそのまま、見えない強固な障しよう壁へきで中身が囲まれている状態だ。

　現場で篠原勇輝が作った結界が、きちんとそこに留められているのを確認して、巨軀で皆の視線を塞ふさいでいた新庄神官は、静かに部屋の端へ下がる。




　どんな謎なぞ生物であろうとも、それそのものを一匹丸ごと捕まえることができれば、謎ではなくなる。




　持ち帰られた幻獣は、それほど大きなモノではない。

　手のひら大のヒキガエルのような灰はい褐かつ色しよくの生き物が、望威のバッグに食いついて、もがいていた。

　その生き物には手足がなく、長く先細りに尖とがった尻尾と、二枚の発達した羽状のヒレがある。大きく開けた口の牙がバッグの中身に食いこんで外れず、身動きできないようだ。




「これ、ですか」

　なかなかスゴイものを持ち帰ったものだと、小此木神官長は感心する。

「上出来でアル」

　うまく捕まえてきたことに、那智は満足そうに頷うなずいた。

「コレは、またの呼び名を『サムヒギン・ア・ドゥール』というナリ。暫しばしこのママに。鳴き声が封じらレン」




　眉まゆ唾つば物もので収集した胡う散さんくさい図解どおりの姿をした幻獣を、津本神官は呆ぼう然ぜんと見つめる。

（こんなモノが本当にいるのか……）




　水辺にいる幻獣は、乾かん燥そうした砂の国に送りこまれることはないので、那智や入谷も実物を目にするのは初めてだ。

「肉食で凶きよう暴ぼう、小さな生き物は丸まる吞のみにしますし、漁ぎよ場じように仕掛けた網あみを切り裂さきますので、漁りよう師し泣かせの幻獣です。牙には毒どくがあって、嚙かみつかれると痺しびれるそうです。ひどい鳴き声をあげるので、口に何か重たいものをつっこんで、鳴き声と敏びん捷しよう性せいを封じてから退治するといいと聞いています。退治するのに、特別な道具は必要ありません」

「色ハ通常、白でアル」

「こちらは幻獣使いによって、帝都に持ちこまれたものでしょう。稀まれに自然発生する幻獣はいますが、その場合は何かの警けい告こくや啓けい示じによる誕たん生じようですので、白くなります」

　意図的に人の手によって孵ふ化かさせられた幻獣は、誕生に人知れない意味など含まれていないので、白子にはならない。
















「だったら、このまま、簡単に退治できるんですか？」

　小此木神官長に確認されて、那智と入谷は頷いた。にこりと小此木神官長は微笑む。

「見たくない人は、余よ所そを向いててくださいね♡」




（何かヤバイ！）

　見せてはならないと、蒼司朗はピヨ四神を急いで胸むねの前に集めた。しっかり抱だっこして、ピヨ四神が封印箱のほうへ視線を向けないようにする。

「ミギャ？」

（ん、いい子いい子）

「キュウ」

「ピチュン」

「「（しゅー）」」

　突然だが、蒼司朗にかまってもらえて、ピヨ四神はご機嫌で甘える。




　ぱちん！　と小此木神官長が指を鳴らしたと同時に、封印箱の結界に捕らえられていた幻獣が、粉こな微み塵じんに爆ばく発はつした。封印箱の障壁が、一いつ瞬しゆんにして真しん紅くに染そまる。




（うっ……！）

　決定的瞬しゆん間かんを目もく撃げきしてしまった蒼司朗たちは、思わず息を詰める。こうくるかなと覚かく悟ごしていても、この光景はショックだ。

　びくっと蒼司朗は身を震ふるわせたが、絶ぜつ賛さん甘え中のピヨ四神は、まったく気づかない。




　見えない強固な障壁に阻はばまれて、何の音も聞こえず、飛びでてくるものもなかったが、残ざん酷こくな形で幻獣が吹っ飛んだことがわかった。幻獣は退治しなければならないモノだが、スプラッター系の映像作品が苦手な者には、嫌いやな退治の仕方だ。




　小此木神官長が行ったのは、封印箱の中身に働きかけた、見えない力の発動だ。粉ふん砕さいするのではなく、もっとクリーンに跡あと形かたもなく消し去ることもできたはずなのに、そうせず、単なる力ちから業わざで退治してみせた。

　この幻獣は霊力を持たない者にも、退治できるのだと証明した。




「汚れは落として、きちんとお清めしますが、牙が刺さっていたせいで、バッグには穴があいてますね」

「捨てテいいデス」

　特別な思い入れのないバッグだったので、望威は返してくれなくてもいいと即答した。

　綺き麗れいにしてお清めしたとしても、幻獣が粉砕される瞬間を目の前で見てしまったので、もういらないと望威が言うのはわかる。

（気持ち悪いよな）

（ってか、返すか？　アレ）

　蒼司朗や篠原勇輝が思ったのと同じことを、他の者も思った。

　処分してくれと望威は言ったが、それだけですますことはできない。

「では、同じ形のものを弁べん償しようしましょう。後で手続きしますね」




　望威と話している小此木神官長の邪魔をしないよう、身を低くした津本神官が速すみやかに封印箱を応接机の上から取り除き、それを待ち受けていた新庄神官が、封印箱を元の形に戻して閉じた。




　始末された幻獣の残ざん骸がいが目の前からなくなって、蒼司朗たちはほっとする。

（窮きゆう屈くつな思いをさせて、ゴメンね）

　蒼司朗はピヨ四神をしっかり抱っこしていた腕を解ほどいて、好きにさせる。

「ミギャギャ」

　スリスリペロペロして蒼司朗に心ゆくまで甘えてから、ピヨ四神はいつもの好みの位置に着く。




　上手に捕らえることさえできれば、今回の幻獣は蟲よりも簡単に退治できそうだが。




「これ、やっぱり蟲と融ゆう合ごうしちゃいますよね？」

　笑顔で小此木神官長に訊ねられ、那智は思案する。

「取り込モウ。どちらガ、喰くらウ側かハ知れヌが、同じコトでアル」

　最終的には、巨大化に制限のない蟲として、一個体となるだろう。

「サムヒギン・ア・ドゥールは、大きな個体になると羊や犬も丸吞みにします。それより厄やつ介かいなのは、これが何匹いるのかがまったくわからないことです」

「一匹じゃないんですか!?」

　入谷の補足に驚いて思わず声を出してしまい、注目された蒼司朗は、しまったと首を竦すくめる。

「ミギュ」

「キュウ」

「チュピ」

「「（しゅー）」」

　小さくなる蒼司朗を、小さなピヨ四神が宥なだめる。ピヨ四神が見えている小此木神官長たちには悶もん絶ぜつものの癒いやしに溢あふれた光景だが、ここは緊きん張ちよう感かんの継けい続ぞくでいきたいので、我が慢まんだ。

　こほんと那智は咳せき払ばらいする。

「一匹とハ限らヌ」

「作さく為い的てきに仕掛けられたモノなら、数で勝負ですよ、蒼司朗くん」

　指を一本立てて、小此木神官長はウインクした。




　サムヒギン・ア・ドゥールの一個体は決して強くない。

　見つからないよう、そして安全に、幻獣使いが帝都へ持ちこむならば、卵を現場で孵化させるのがいい。混乱や騒そう動どうを起こそうという企くわだてに用いるには、簡単には退治されないよう、十分に力をつけさせ、大きくしたい。

　退治方法が知られている個体であっても、数が集まれば完全に駆く逐ちくするのが難しくなり、厄介だ。




　津本神官は言う。

「目撃証言のあった付近に、少なくとも一匹以上はいるでしょう。ずんぐりした身体つきこそカエルに似ていますが、この幻獣はヒレと尾を使って泳いだり跳んだりするので、水の外にはいません。水中や水辺で獲え物ものが近寄ってきたところを、襲うわけですが……」

　再入室した鈴宮神官が、気象局から届いた電報を小此木神官長に届ける。

「────接近していた梅ばい雨う前線の影響で、帝都は明日未明より、二百ミリを超える大雨の予報ですね。警報が出るようですよ」




　明日、帝都全域は雨で『繫つながる』。

　水に潜ひそむ蟲も穢れも、どこかの水中にいるだろう幻獣も────。




　にっこりと小此木神官長は微笑む。

「学校や仕事は『前日までの予報になかった強風も吹いて』お休みになるでしょうが、我々は『お仕事』です」
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　目覚まし時計の音で蒼そう司し朗ろうは目を覚ましたが、部屋の中は真まっ暗くらだ。

（あれ……？）

　いつもの動きで、止めた目覚まし時計を枕まくらの下につっこんで、蒼司朗は目を瞬しばたたく。

（何時？）

　ベルの時間を間違えただろうか。蒼司朗は枕の下につっこんだ時計を、引っ張りだす。

（六時……）

　確認できたのは、いつもの時間だ。この暗さはいったい────。




「────蒼くん、起きた？」

　寮りようの二人部屋、二段ベッドの下段を使っている清きよ志し朗ろうの声が聞こえた。

「うん、清ちゃんおはよう。真っ暗なんだけど……」

　未明から大雨と聞いていた。激はげしい雨音も聞こえるが、それにしても暗すぎる。

　不安そうな蒼司朗へ、清志朗は教える。

「一日大雨になるからって、昨夜雨戸を閉めるよう、連絡があったんだ」

　雨戸の開かい閉へい音おんは、近くの部屋にかなり響ひびく。朝練があって早朝に登校する寮生が雨戸を開けると、眠っている寮生には、うるさくて迷めい惑わくだ。

　開閉する時間の統とう一いつが取りにくく、寮生の生活環かん境きようの面や、寮の外観を損そこなうということから、雨戸が普段使われることはない。

　年に数回だけ、大雨や強風の予報があった日には、雨戸を閉めるよう連絡が回る。寮に戻る前のことだったので、蒼司朗は清志朗が雨戸を閉めるところを見ていなかった。

「あぁ、それで」

　朝になっているはずなのに、こんなに暗いのかと、蒼司朗は納得する。

「……ミギュ……」

「キュー」

「……」

「「（しゅー……）」」

「出かけるよ。起きて」

　まだおねむのピヨ四し神じんをそっと揺ゆすって、蒼司朗はベッドから出る。

（学校は休みになるんだよな）




　小お此この木ぎ神官長は『やる』と言ったら、必ず『やる』人だ。はた迷惑だが、これは帝都の平和のためなのだから、仕方ない。




　制服ではなく、蒼司朗は神官装しよう束ぞくに着替える。

「……蒼くん、灯あかりつけていいよ。よく見えないし、暗いと怖いでしょう？」

　寝ね惚ぼけていたりすると、ときどき清志朗の感覚は、幼おさないころに戻ってしまう。

　灯りのない場所を怖がって、手を繫つないでもらった小さなころを思い出し、蒼司朗はくすっと笑った。

「ううん、大丈夫。清ちゃんがいるから、怖くないよ」

　ベッドの中で目を閉じている清志朗が、ふわり、優しい笑えみを浮かべた。

　昨日、清志朗は遅くまで友達に勉強を教えていた。学校の授業がないのなら、ゆっくり眠っていていい。清志朗が眠れるように、蒼司朗は灯りをつけずに着替えを終わらせた。

（行くよー）

　おいでと差しだした蒼司朗の手に、ピヨ四神が乗る。暗いせいでまだ眠っているチビ朱す雀ざくを、そっと頭の上に乗せ、蒼司朗は枝えだ打うち斧おのを持った。眠っていてほしいと思っていた清志朗は、起きあがってベッドから足を下ろして座り、蒼司朗を見上げた。

「奥庭の四神様、蒼くんをよろしくお願いします。無理しないでね、蒼くん。いってらっしゃい」

「いってきます」

　清志朗に見送られ、蒼司朗は寮の部屋を出る。




　四神の戦士、朱雀の戦士の芙ふ蓉よう薫かおる子こと、玄げん武ぶの戦士の蔵くら田た実さね親ちかは、小此木神官長が言っていた『前日までの予報になかった強風』を帝都に吹かせるため、夜明け前からお役目に就ついていた。

　大気中に温度の高い部分と低い部分があれば、風が吹く。炎を操あやつる朱雀の戦士と、氷ひよう雪せつを操る玄武の戦士の力があれば、帝都に強風を起こすことなど、造ぞう作さもない。

　大雨警けい報ほうだけでは休みにならない業務でも、強風警報発令の場合は臨りん時じ休業となることが多い。安全に配はい慮りよした地方自治体から、自宅待たい機きや避ひ難なんの指示が出たなら、住民は従わなければならない。

　連絡事じ項こうの伝達に使われる寮の玄げん関かん前の掲けい示じ板ばんには、警報が発令されたので、今日は学校が休みであると、お知らせが出ていた。

　寮生は外出禁止だ。だが蒼司朗は昨夜のうちに、外出届を出している。帝都神社絡みなので、蒼司朗には特別許可が出る。




　傘かさは片手が塞ふさがって、動きにくくなる。神官装束の上に専用の雨あま合がつ羽ぱを着た蒼司朗は、寮の玄関を開けた。

「うわー、すごい雨！」

　まさに集中豪ごう雨う。重い雨雲のせいで、朝とは思えないほど暗い。そして風も強い。

「吹き飛ばされるなよ」

「ミギュ」

「キュウ」

「……ピ」

「「（しゅー）」」

　しっかりしがみつくピヨ四神を連れて、蒼司朗は帝都神社に向かう。




　蟲むしと融ゆう合ごうして巨大化するだろう幻げん獣じゆうに警戒して、帝都城下のあちこちに緊きん急きゆう配はい備びされているのは、四神神社の神官だ。

　警官は他た圏けんに繫つながる駅や道路に配置され、悪天候のために帝都民が自宅待機の状態にあることを伝えていた。配送予定の荷物はすべて帝都城下の手前で降ろして一時預かりとし、他圏から来たのが帝都民ならば自宅まで送り届ける。




　風雨対策をして、自宅待機の指示が出ている帝都城下は、どこもしっかりと雨戸が閉じられている。

　蟲は暗がりを好むが、幻獣と融合すると性質がいくらか変化する。雨天に活発になるのは、水を好む蟲だ。夕方のように薄暗いし、この状態なら、蟲と融合するだろう幻獣を『蟲むし呼よびの夜』のような形で、退治して浄じよう化かできるだろう。




　日中の『蟲呼び』は、醜しゆう悪あくな蟲の姿を帝都民に目撃されるおそれがあるが、穢けがれを繫ぐ雨水は、神官による結けつ界かい術じゆつの媒ばい介かいにもなっていた。

　封ふうじられながら近づいてくるので、霊れい力りよくのない者の目には、何も見えない。暴あばれた蟲が破は壊かいしたものも、今回は激しい風雨による被害とみなされる。復ふつ旧きゆう作業は、すべて終わった後、天候が回復してからでいい。




　悪天候のため警報が発令されたので、帝都城公園も今日は閉園だ。橋の向こうの門は閉じていたが、門番をしている公こう儀ぎ隠おん密みつは、関係者である蒼司朗を中に入れてくれた。

　奥庭の作業のために向かった内うち堀ぼりの中は、雨が降っていて暗いが、風がなく穏おだやかだ。

「あれ？」

　きょとんとする蒼司朗を見て、門番は笑った。

「台風の目のようなものですよ。ここは浄化の必要がありませんから」

　奥庭の四神様の強い加か護ごを受けている場所なので、ここにだけは蟲がいないし、幻獣も侵しん入にゆうしていない。

「あぁ、なるほど」




　芙蓉薫子と蔵田実親が起こしている強風は、この帝都城を台風の目にして、帝都城下に吹き荒あれている。ぐるりと帝都城下の外側を巡めぐった風は、中心部に向けて渦うずを巻まく。

　捕ほ食しよく対たい象しようとなる小型の蟲や幻獣が、風の力で中心部に集められれば、それを追って大きい蟲や幻獣も移動する。最終的に風の中心部には、個体数を減らして巨大化した、幻獣を取りこんだ蟲が来る────。




「適度な大きさになったところで、『蟲呼び』を行います。式を飛ばしますから、帝都神社に集合ですよ」

　声に振り向くと、そこには赤い和傘をさした小此木神官長がいた。早朝から、無む駄だに爽さわやかだ。

「おはようございます、小此木神官長」

「ミギャ」

「おはようございます、奥庭の四神様、蒼司朗くん」

　にこりと微笑ほほえんだ小此木神官長は、蒼司朗へ弁当の包みとお茶の水すい筒とうを差しだした。

　今日は学校がないので、清志朗が社しや務む所しよで蒼司朗と一緒に朝食をとることはない。奥庭で朝食をとって、ゆっくりと作業をするようにと配はい慮りよして、弁当を持ってきてくれたようだ。

「ありがとうございます」

　どちらかというと蒼司朗のほうがオマケだが、わざわざ弁当を運んでもらった蒼司朗は、恐きよう縮しゆくして受け取る。

「ミギュ」

「キュウ」

「ピピチュン」

「「（しゅー）」」

「朝ご飯は、作業してからだから！」

　美お味いしい匂においがすると、くんくんと鼻を動かし、嬉き々きとして弁当に群むらがろうとするピヨ四神を蒼司朗は止めた。弁当と水筒が雨に濡ぬれないように、手を雨合羽の内に入れて持つ。

　帝都城下のような強い風がないだけで、雨は同じように激しく降っているのだが、赤い和傘の小此木神官長はどうにも優ゆう雅がに見える。なぜだろうと考えて、蒼司朗ははっとする。

（雨が当たってない……！）

　見えない膜まくが一枚、雨と小此木神官長の間に、確かにある。立っているだけで泥どろ跳はねするような雨の中、袴はかまの裾すそはおろか、草ぞう履りと白しろ足た袋びも汚よごれていない。

　これが格の違いというものか────。




　呆ぼう然ぜんと見つめている蒼司朗に、くすっと小此木神官長は笑った。

「蒼司朗くん」

「……はい」

「『照る照る坊ぼう主ず』みたいですね」

　雨合羽姿が。




　小此木神官長の声が聞こえて、少し離れたところにいた門番が、ぷっと噴ふきだした。何なん拍はくか遅れて、言われた意味を理解した蒼司朗は、かっと赤くなる。

「修行がんばります！」

　小此木神官長のようにすごい人になれるとは思えないが、がんばるのはきっと、無む駄だではない。




　蒼司朗が八カ月かけて整えてきた奥庭は、枝葉が生おい茂しげって、いくらか雨を防ふせげる場所ができていたので、庭仕事を行った蒼司朗はそこでピヨ四神と一緒に朝ご飯を食べた。

（頃合いを見てオレが帝都神社に行くのは、ここで調子を整えておくため）

　奥庭でしっかり四神様を休ませて、天の戦士としての力を正しく発動させる。他の神官と同じように祝詞のりとの修行もしているが、蒼司朗に求められているのは、それではない。

（────穢れが、どんどんこっちに向かってくる）

　帝都城下の外側から帝都城に向かって、包ほう囲いを狭せばめるように濃度を増しながら迫せまってくるのを感じる。

（わかるようになったのは、オレが少しは変わったから、なのかな）

　一流の庭師を目指して帝都に来た蒼司朗にとって、この神官修行はまったく予定外のものだ。庭仕事以外にかなりの時間を取られるし、苦しいことばかりだが、何かが身についていく感覚は、嬉うれしい。

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「ピピッチュ」

「「（しゅー）」」

　食後の運動とばかりに、ピヨ四神は木の葉から落ちてくる雨あま粒つぶを避よけて遊ぶ。奥庭に来る前に会った小此木神官長と同じように、ピヨ四神も泥跳ねで身体からだを汚すことはない。

（こいつらは神様だもんな）

　見た目どんなに愛らしくても、普通の動物ではなく神しん獣じゆうだ。霊力のない者の目に、その姿は見えないし、鳴き声も聞こえない。

　空になった弁当箱を片づけた蒼司朗は、雨を降らせる暗い空を見上げ、手を伸ばす。

　小此木神官長が雨に煩わずらわされることがないのは、きっと雨に守られているからだ。豊かな恵みをもたらす優しい慈じ雨うは、今の小此木神官長の望むものなのだろう。

「……木や草や土や、いろんな命を感じ取れるようになれたらいいな」

　この手でできることは、多くはないだろうけど。



















　呼びだしの式を受け取り、奥庭にいた蒼司朗は帝都神社に向かう。

　雨は激しく降っていたが、帝都神社に集まっていた神官たちは雨合羽を着ていなかった。朝会ったときには傘をさしていた小此木神官長も、お役目に傘は使わない。軽かろやかで優雅さを感じさせるほどなのは小此木神官長だけだったが、神官は誰も雨に煩わされてはいない。

　修行不足が露ろ呈ていするので格かつ好こう悪わるいが、社務所で雨合羽を脱ぬぎ置いて、蒼司朗も皆みなと同じように神官装束だけになる。

「ミゴ」

「キュイ」

「ピピ」

「「（しゅー）」」

　ずぶ濡れになるのを覚かく悟ごして蒼司朗は外に出たのだが、雨粒は当たらなかった。

（お前たちのお陰かげか）

　他の神官が濡れていないのに、蒼司朗だけが濡れるのを嫌いやがったピヨ四神の加護だ。実力はないのに、体てい裁さいだけ取り繕つくろわれている。それが今の蒼司朗なのだ。




　帝都の降雨に合わせ、未明より行動を開始した別動隊の神官たちが、幻獣を取りこんだ蟲を追いこむ結界を狭めながら、帝都城公園に近づいてきていた。

　浄化作業は、帝都城公園前の帝都大通りで行われる。

　ハレは晴れ、ケガレは雨。穢れに弱い若様にとって、雨天の外出は身体を蝕むしばむ毒どくとなる。確実に蟲を誘おびき寄せるために協力している若様の牛ぎつ車しやには、今日は若様本人ではなく、若様の形かた代しろ（若様と同じ清せい浄じような気を放つ人型の紙）が乗っている。




「祝詞を！」

　命めいじた小此木神官長の声に、鈴が打ち振られ、帝都大通りで蟲を待ち受ける神官たちは祝詞を唱となえる。ピヨ四神を連れた蒼司朗も、神官候補生として祝詞に参加する。

「ピ」

　蒼司朗の頭の上で、チビ朱雀が鳴いた。

（もうすぐ、来る……！）

　迫りくる大きな穢れを、感じる────！

（ひとつ、ふたつ……、みっつ）

　幻獣と融合し、大型化した蟲は三匹。




「白びやつ虎こ重じゆう撃げき、豪ごう腕わん無む双そう！」

　声とほぼ同時に、白銀の光をまとって現れた白虎の戦士・篠しの原はら勇ゆう輝きの拳こぶしが、巨大な蟲の腹部に激げき突とつする。

「キィイイイイイッ！」

　ぐわりと身体が歪ゆがむほどの一いち撃げきを受けた蟲が、『空飛ぶカエル』のあげていたあの不快な音に似た声で哭なき、どうと帝都大通りに倒れる。

　幻獣はヤゴを醜悪にしたような蟲と融合して、色がどす黒くなり、形けい態たいがかなり変わっていた。心しん臓ぞうを圧あつ迫ぱくするほど迫はく力りよくのある哭き声だが、黒板やガラスの引ひっ搔かき音に酷こく似じした、あの強烈な不快感は、やや緩かん和わされている。




　結界を抜け、巨大な蟲の半身が突然、帝都大通りへ現れた。

「青せい龍りゆう大たい斬ざん、疾しつ十じつ豪ごう剣けん！」

　巨大な青龍刀を振り下ろした青龍の戦士・安あん藤どう奏かなでは、十の刃やいばの幻まぼろしを奔はしらせ、蟲をズタズタに切り裂さき、剣圧で吹き飛ばす。

「ギ、ギチギチギチギチッ……！」




「朱雀炎えん舞ぶ、劫ごう火か招しよう来らい！」

「玄武猛もう攻こう、雪せつ刖げつ渦か！」

　帝都大通りに追いこまれた巨大な蟲を、前後から凄すさまじい炎と猛もう吹雪ふぶきが襲おそう。

「ビ、イィィイッ！」

　悶もだえ苦しむ蟲へ、白銀の光が奔る。

「白虎乱らん砕さい、断だん骸がい絶ぜつ敵てき！」

　巨大な爪を模もした武器が、蟲を真まっ二ぷたつに切り裂いた。




　深手を負おった蟲たちは、より傷の大きいモノを捕食して、融合しようと────。




「お庭番、望もち月づき蒼司朗、────参る！」

　奥庭の四神と四神変化し、天の戦士となった蒼司朗は、紅くれないの翼つばさを広げて地を蹴けり、中空で戦いくさ斧おのを振り上げる。




「四神演えん武ぶ────、雨あま里り離り守す！」




　大きく空を薙ないだ戦斧が、虹にじの軌き跡せきを描えがいた。

　波は紋もんのように広がった虹色の光に触ふれて、蟲は光の粒となって弾はじけ……、赤や白、桃もも色の、大輪の百ゆ合りに似た花と化した。




　清浄に輝かがやく花が雨の帝都に、ふわり、ふわりと舞まい落ちる。

　新たなる天の戦士による、蟲と穢れの完全浄化は、華はなやかで芳かぐわしい────。




　策を弄ろうすることなく力ちから業わざで退治できる幻獣でも、蟲と融合することで性質が変わる可能性がある。どこがどう変わってしまうかは、融合した後でなければわからない。

　何かの変異があるかもしれないと警けい戒かいしていたが、滞とどこおりなく、蟲と融合した幻獣の件も解決した。

（……何か、おかしいですね）

　花の回収を神官に命じた小此木神官長は、気味の悪い感覚に眉まゆを顰ひそめる。帝都の危機は未然に防げたのだが、これでよかったのだろうかという思いが残る。

　簡単すぎでは、ないだろうか────。




　帝都神社で話をした後、望ぼう威いは寮に戻らず、帝都南地区にある店の二階に泊とまった。

　帝都学園高等部の寮で調理師として働いている外国人、ハイムエンデ────帝都に潜せん入にゆうしている幻獣使いの彼がどう動くか、『不思議の色石』を使ったモビールのような装そう置ちで探さぐっていた。微かすかな変化も見み逃のがすまいと、交代で注意深く装置の観察を続けていたが、ハイムエンデが行動を起こした様子はない。

　行動しないのは、動く必要がないからか。




　望威は、雨音に耳を澄すましながら那な智ちに確かめる。

「攻め方を変えてきたネ」

「企たくらみがあラン」

　癖くせはあるが力で退治できる幻獣、数を使ったモノは、これまで帝都に送りこまれた幻獣とは明らかに違う。

　確かに、帝都で『空飛ぶカエル』と呼ばれた幻獣、サムヒギン・ア・ドゥールは、すべて見事に退治されたけれど。

　入いり谷やは望威と那智に、お茶を運ぶ。

「えぇ。これで終わるとは、思えません」




　むしろ、何かが起こるのは、これからだ────。











了












[image: ]




　帝都の鬼き門もんに当たる方位には、一風変わった寺がある。




「（『空飛ぶカエル』のミイラが、『化け物寺』へ納められたんだって！）」

　寮りようの自習室で宿題をしていた蒼そう司し朗ろうは、右みぎ隣どなりの机の斉さい藤とう正まさ則のりにこそこそ話をされ、びっくりして鉛えん筆ぴつを動かしていた手を止めた。

『空飛ぶカエル』のミイラというのも驚きだが。

「『化け物寺』？」

　そんな怪あやしい名前の寺院があるなんて、初耳だ。




　霊れい力りよくのない者には姿が見えず、鳴き声も聞こえないのをいいことに、ピヨ四し神じんは蒼司朗が自習室で勉強しているときには、蒼司朗の使っている机の上を走り回って遊んでいる。

「ミギャ？」

　思わず緊きん張ちようした蒼司朗の様子を敏びん感かんに察知して、ノートの周りで遊んでいたピヨ四神が振り向いた。ちょっと警けい戒かいしながら、蒼司朗のところに戻る。

「キュウ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

（ごめんごめん、話にびっくりしただけだから）

　今すぐここで、何かあるわけではない。周りから奇き異いに見えないよう注意して、身構える必要はないのだと、蒼司朗はピヨ四神を順番に撫なでて可か愛わいがる。勉強していてかまってもらえなかったピヨ四神は、機き嫌げんよく蒼司朗に甘えた。




　斉藤正則の内ない緒しよ話ばなしの声は、向かい側の机で勉強していた筧かけい俊とし彦ひこと熊くま谷がい融とおるにも聞こえた。

「え？　何？　『化け物寺』って」

「怖いところ？」

　その寺院のことを知らなかったのは、蒼司朗だけではなかったようだ。

　蒼司朗の左隣の机で勉強していた清きよ志し朗ろうは、手を止めて教える。

「蓬ほう[image: ]らい安あん寿じゆ院いんってお寺のことだよ。通称『化け物寺』。千年ぐらい昔に帝都の前の湾わんで、網あみにかかったっていう人魚のミイラや、帝都で退治された大おお蜘ぐ蛛もの脚あしとか、変わったものをたくさん集めて保ほ管かんしているんだ」

「へぇ……」

「『化け物寺』なんて呼ばれていても、集められているものが変わっているだけで、建ってる場所とか建物とかは、普通な感じだけどね」

「そうなんだ」

　通称名を聞いた蒼司朗は、おどろおどろしい場所にある、廃はい寺でらのような鬱うつ蒼そうとした寺院を想像してしまったが、そうではないらしい。




「もう見せてもらえるの？」

　明日の放課後にでも、さっそく皆みなで行こうと誘いかけるような雰ふん囲い気きで訊たずねた筧俊彦に、斉藤正則は渋しぶい顔になった。

「『化け物寺』の収しゆう蔵ぞう物ぶつの一いつ般ぱん公こう開かいって、毎年秋ごろで、期間が短いうえに抽ちゆう選せんなんだよ。帝都にいる間に、一度は行っておきたいんだけどなぁ」

　収蔵されているのは、どれも古くて貴き重ちようなものなので、できるだけ損そこなわれないように、日時と見学者の数を限定しての公開なのだ。

「競きよう争そう率りつ高そうだよね」

　要よう領りようのいい斉藤正則でさえ苦戦しているのだから、相当なのだろうと、蒼司朗は思う。




「『空飛ぶカエル』って、一昨日おとといの、休校になった台風みたいな日の後、全然噂うわさを聞かなくなっちゃったね」

　つまらなそうな熊谷融に、情報通の斉藤正則は教える。

「雨と風で、どこかに移動したんじゃないかって、誰だれかが言ってたよ」

　本当はそうでないことを、退治した当事者である蒼司朗や、その話を聞いた清志朗は知っているが、斉藤正則の言葉はもっともらしく聞こえる説なので、黙だまっておく。

　筧俊彦は、うーんと唸うなる。

「でもさ、ミイラって、作るのに時間がかかるって、聞いたことがあるよ。だとしたら、その『化け物寺』に納められたっていう『空飛ぶカエル』のミイラは、最近帝都で捕つかまったやつじゃない、別のものなのかな？」

　別の場所で捕ほ獲かくされてミイラにしたものを、最近噂うわさになったから、それに便びん乗じようして帝都に持ってきたのだろうか。

「他のところは、いろいろな場合もあるそうだけど、『化け物寺』には、帝都のものしか納められてないらしいよ」

　斉藤正則が知っている『化け物寺』の、アピールポイントはそこだ。

「大昔じゃないんだし、技術が進歩したとか。帝都だから、ミイラだって、一日そこらで作れちゃうんじゃない？」

「そっかー」

「帝都だもんね」

　筧俊彦と熊谷融は、斉藤正則の言葉に納得したのだが。

（えーと、そういうもの？）

（……）

　確認するように視線を送った蒼司朗から、清志朗はゆっくり目を逸そらした。

　帝都にも無理なことはあるだろうが、夢を壊こわすのも憚はばかられる。




「ミギャ」

「キュイ」

「ピピ」

「「（しゅー）」」

（いや、何とかしなくていいから）

　甘えてくっついたまま自じ己こ主しゆ張ちようするピヨ四神を、蒼司朗は撫でて宥なだめた。

　ミイラのひとつやふたつ、その気になれば一日で作れるかもしないが、帝都城の守しゆ護ご神しん・奥庭の四神様が、ここで『私が』と腰こしを上げるのは、何だか違う気がする。




　そんな話をした翌よく日じつ、蒼司朗は帝都神社の使いで、帝都城下北東部に足を運んだ。簡単な届けものは、神官候こう補ほ生せいの仕事だ。問題なく届けものを終えた蒼司朗は、ショートカットのために寺町地区に入る。このあたりには望もち月づき造ぞう園えんの仕事で何度か来たことがあるが、そのときは小型のショベルカーに乗っていた。

「ピ」

「キュイ」

　頭の上にいるチビ朱す雀ざくと、首の後ろにくっついているチビ青せい龍りゆうが鳴いた。

「え？」

　何かを発見するのが早いのはチビ朱雀だが、それは警戒というほどでもなかった。しかもチビ青龍までも、同時に鳴いた。こういうことは、滅めつ多たにない。枝えだ打うち斧おのを握にぎった蒼司朗は、反はん射しや的てきにチビ青龍に見えているだろう方向へ意識を向けた。




　ぽん！　ころころ……。




　もうすぐ前を通りかかるだろう寺院の門柱に当たって、ボールが転がり出てきた。

「……何だ、これか」

　チビ朱雀とチビ青龍が、知らせてくれたものは。

「あのお寺の中から、出てきたんだな」

　ボールを拾いあげた蒼司朗は、寺院に向かう。




　開いている門の向こう、鐘しよう楼ろうの近くに三歳ぐらいの小さな男の子がいて、きょろきょろと周りを見回していた。男の子の探しものは、蒼司朗が拾ったこのボールだ。ボールが転がり出てきた瞬しゆん間かんを目もく撃げきしているので、間違いないだろう。

　砂じや利りを撥はね飛ばさないよう注意して、蒼司朗は男の子のほうにボールを転がした。

　ころころと転がってきたボールを見つけた男の子は、喜んでボールに駆かけ寄る。

（うん、よかった）

「ミギャン」

「キュイ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

　ピヨ四神が鳴いた次の瞬間、くりっ！　とボールを抱かかえた男の子が振り向いた。

「あっ！」

　大きな声をあげた男の子と、蒼司朗はばっちり目が合った。

（あー……、見えてるな、これは）

　霊力の有う無むにかかわらず、幼おさない子供には、ピヨ四神の姿が見えることがある。




「────こうくん、どうかしましたか？」

　穏おだやかな声が近くで聞こえ、事務所の建物の陰かげから、三十歳くらいの僧そう侶りよが出てきた。声が聞こえた瞬間に、大人おとなの男の人を怖がるピヨ四神は、すぽんと頭を引っこめて隠かくれる。男の子の視線を追った僧侶は、門の外の道路にいる蒼司朗に気づいた。

　蒼司朗は僧侶に急いで会え釈しやくする。神官装束でも、怪あやしい行動を取っていると思われてはいけない。

「ボールが外に出てきたので、中へ戻しました」

　ここに立っている事情を説明した蒼司朗へ、僧侶は恭うやうやしくお辞じ儀ぎした。

「はじめまして、蒼司朗様」

「は、はじめまして……！」

　名前と顔を知っていてくれた僧侶に、蒼司朗はもう一度会釈する。

「先日は蔵くら田た実さね親ちか様に、大変お世話になりました。わたしは、この蓬[image: ]安寿院の杉すぎ村むら慧え妙みようと申します」




（蓬[image: ]安寿院……！）

　通称『化け物寺』。

　ボールに気を取られ、門にかかっている寺院の名が記しるされた看板を確認せずに近づいた蒼司朗は、ここがあの蓬[image: ]安寿院だったのだと気づいて、驚く。

（……こんなところにあったんだ）




　清志朗が話していたとおり、普通の古い寺院だ。このあたりは閑かん静せいな寺町地区なので、『化け物寺』の収蔵物の見学に、大勢の人がワイワイとやってくるのは、確かにまずいだろう。期間を限定し、抽選で人数を絞しぼって粛しゆく々しゆくと見学するのが、妥だ当とうだ。

　収蔵物のことを知らなければ、境けい内だいで幼い子供が遊んでいる寺院が、まさか『化け物寺』などと呼ばれているとは思わないはずだ。




「ちょうどいいところに来られました。どうぞ『空飛ぶカエル』をご覧らんになって行ってください。今、本堂にございます。この子は」

「どうぞー！」

　蒼司朗に駆け寄った男の子は、紹しよう介かいしようとする僧侶の言葉に被かぶせて、大きな声で誘った。枝打ち斧を握っていないほうの蒼司朗の手を、両手で握って引っ張る。

「孝たか淳あきです」

「あ、あの、オレ、今、お使いをすませて、帝都神社に戻るところなんです……！」

「お時間は取らせませんので」

「ので！」

　幼い子供は遠えん慮りよや加減がないし、小柄な蒼司朗は体重が軽い。ぐいぐい引っ張られた蒼司朗は、微笑ほほえましく僧侶に見守られながら門の中に入り、本堂に上がることになった。




　本堂の仏様の像の前には台があり、そこに長さ一メートルほどの細長いガラスの箱が置かれていた。

　本堂は光を制限してあったので、やや薄うす暗ぐらい。蒼司朗を引っ張って来た男の子は、僧侶の後ろに隠れて、にこにこと蒼司朗を見守る。

（こういうものの見学に、作法ってあったんだっけ？）

　よくわからないのだが、失礼があってはいけない。思わず振り向いた蒼司朗に、僧侶は穏やかに微笑んだ。

「予備で用意していた『鬼おにの片かた腕うで』用のケースが、ぴったりのサイズだったんですよ」

　ちょうどよかったと、僧侶は満足そうだ。この寺には『鬼の片腕』もあるらしい。

「どうぞ、もっとお近くでご覧になってください」

　僧侶は蒼司朗が遠慮しているのだと思って、手で前進を促うながす。

「ありがとうございます」

（ガラスをベタベタ触さわるとか、そういうことをしなければ、大丈夫だよな）

　意を決して、蒼司朗はガラスケースに近寄る。箱の中で転がらないよう、薄い布ふ団とんでクッションを作った上に、『空飛ぶカエル』のミイラがあった。




（……オレたちが捕つかまえて、持って帰ったやつと同じだ）

　干ひからびたミイラなので、元の大きさはこちらのほうが若じやつ干かん大きいような気もするが、ほぼ記き憶おくしているものと同じだ。

「口を開けてる、この角度が、なかなかいいと思いませんか？」

「そ、そうですね」

　牙きばのある口を、くあっと開けたまま固まっている姿は、かなりグロテスクだ。

「羽が透すけて、光が見える感じも、たまらないでしょう？」

「尾のうねりかたに、味がありますね」

「えぇ。この形が、一番そそられるんですよ！」

　調子を合わせて蒼司朗が話していると、僧侶はかなり機嫌がよくなった。

（木の枝の話とかなら、もうちょっとオレ、盛もりあがれるんだけどな）

　あまり上機嫌になられて、この種の乾きものを何か持ち帰らされそうになっても困るので、ほどほどにしておく。




　じっくりと細部まで『空飛ぶカエル』のミイラを見て、蒼司朗は考える。

（……作りもの、じゃないよなぁ？）

　縁えん日にちの見せ物小屋の怪かい物ぶつは、生き物の死し骸がいをくっつけて作ってあるものが多い。目の前のこの『空飛ぶカエル』が作りものなら、細かいところまで完かん璧ぺきに再現してある。ものすごい職人技だ。




「これは、どちらで？」

　帝都に現れた幻げん獣じゆうなのだろうか。作りものを購こう入にゆうしたのだろうか。

　どちらの意味にも取れるよう訊ねた蒼司朗に、僧侶は答える。

「五日前の夜、帝都東地区の用水路で捕まえたものだそうです。紹介用の文章も、作成中です。公開まで、もう少しお待ちいただきます」

　紹介文まで作成中ということは、これは帝都で捕まえられたものなのだろう。




（あ、だから、オレたちが持って帰ったやつ、あんなにあっさりとやっちゃったのか）

　蒼司朗は、自分たちの他にも『空飛ぶカエル』を捕まえた者がいなかったのか、確認するのを忘れていた。蒼司朗たちが捕まえられたのだから、他にも誰かが捕まえていても、おかしくはない。何匹か捕まえて持ち帰り、十分な情報が得られたので、用済みのものは記念にミイラにして、保管ということになったのだろう。

　小お此この木ぎ神官長は、特にスプラッター好きというわけではない。必要とあらば、まったく躊ちゆう躇ちよしないだけだ。




　見学を終えて本堂を出た蒼司朗に、僧侶はお辞儀する。

「小此木様に、よろしくお伝えください」

「はい。ありがとうございました」

　蒼司朗もお辞儀して、門を出ようとしたとき、帝都高校の制服を着た三年生が入ってきた。

「ただいまー。あ！　蒼司朗様！　こんにちは！」

「こんにちは」

　門の端はしと端に寄って、蒼司朗と高校生はお辞儀しあう。僧侶は帰宅した高校生に微笑んだ。

「お帰り、道みち昭あき」

「ただいま、父さん」

「ぱぱー！」

　高校生に駆かけ寄って飛びつき、男の子が高校生に抱だっこされた。




（あれ？）

　蒼司朗は固まる。

　大人の僧侶は、年齢より若く見えたのだとしても────。

　紹介途中で男の子の声が被って、聞こえなかった言葉は、『孫の』だったらしい。




　蒼司朗から話を聞いて、小此木神官長は爆ばく笑しようした。

「あー、蓬[image: ]安寿院さんね。あそこは、代々若いうちに子供を作ってるんですよ。昔は、今よりもずっと早く、皆結婚してましたからね」

「はぁ……」

「蒼司朗くんが会ったお坊ぼうさん、慧妙さんを、基準点の本人として、曾ひい々ひいお祖じ父いさんから孫までおられます。七世代同居は、帝都でも珍めずらしいですよ」

「帝都じゃなくても、珍しいです！」

　高校生一年生のときには、もう杉村道昭は父親だった。

「蓬[image: ]安寿院さんは古いお寺で、いろんなスゴイものをコレクションしてらっしゃいますからね。引き継いで、それらを伝えていくために、新しい世代は必要不可欠でしょう？」

「理り屈くつは、わかりますけど……」

　インパクトが強きよう烈れつで、圧倒されてしまった。

「蔵田先輩によろしくお伝えくださいって、言われてました。後で忘れずに伝えます」

「『空飛ぶカエル』のミイラ作りに協力してもらいましたからね」

「ミイラ作り、って」

　捕獲なら場所が違う。しかし蔵田実親が、その他の作業に関わっているとは思えない。

　怪け訝げんな様子の蒼司朗に、くすっと小此木神官長は笑う。

「あの『空飛ぶカエル』のミイラは、蔵田クンの力作ですよ」

「えぇ？」

「ミギュ？」

「キュウ」

「チュピ」

「「（しゅー）」」

　むっと眉まゆを顰ひそめた蒼司朗と同じく、ピヨ四神もわけがわからないと抗こう議ぎする。小此木神官長は人指し指を一本、頰ほおに当てて、微笑む。

「実親クンは、ものを凍らせるのがとても上手でしょう。だから、その凍らせるときに、圧力をかけるんです。そうすると、水気が綺き麗れいに抜けて乾かん燥そうするんですよ」

　いわゆる冷れい凍とう焼やけの、急速版だ。

「でもね、問題点がひとつ」

　小此木神官長は、頰に当てた指を、よく見えるように前に出す。

「鬼の片腕とか、パーツならいいんですけど、今回の『空飛ぶカエル』のように、まるっと全体の場合、水気を吸うと、元に戻っちゃうことがあるかも？」




　自然界では、極度の乾燥状態に耐え抜くため、乾燥にとても強い卵を残す種もある。卵の形で乾期を乗り越え、湿しつ気けを察知して孵ふ化かするのだ。




「美お味いしく元に戻るものなら、大だい歓かん迎げいなんですけど」

　悩ましげに溜ため息いきをつく小此木神官長を見て、蒼司朗は不安になる。




「まさかあの『空飛ぶカエル』って、食べてませんよね？」





二○一五年九月十六日　流ながれ　星せい香か　　フリーズドライ♡
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